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第65回成人式！
成人された皆さん
おめでとうございます！



　

式
典
は
、
11
時
か
ら
行
わ
れ
、
堀
内
市
長
が
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
の
新
た
な
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
来
賓
の
方
か
ら
も
温
か
い
励
ま
し
の
こ
と
ば
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
の『
誓
い
の
こ
と
ば
』は
、
近
藤 

魁
人
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
は
価
値
観
が
多
様
化
し
、
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
自

立
し
た
人
に
な
る
こ
と
の
難
し
さ
に
触
れ
な
が
ら
も
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大

阪
万
博
を
控
え
、
世
界
が
日
本
に
目
を
向
け
る
時
代
に
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
、
私
た
ち
若
者
が
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
、
理
想
の
大
人
に
近

づ
く
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
。」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
お
礼
の
こ
と
ば
』を
、
田
中 

彩
乃
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は

式
典
の
開
催
や
来
賓
の
方
々
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
周
囲
の
方
へ
の
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
た
後
、「
城
下
町
と
し
て
古
い
歴
史
と
豊
か
な
自
然
を
持
つ
都
留
市
の

伝
統
や
文
化
を
大
切
に
し
、
ふ
る
さ
と
が
益
々
発
展
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
、
第
２
部
と
し
て
、
新
成
人
へ
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
各
中

学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
い
た
だ
い
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
る
と
、
新
成
人
か

ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
当
時
を
懐
か
し
ん
で
い
る
よ
う
す
で
し
た
。

　

成
人
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご成人おめでとうございます！

　　第65 回都留市成人式

■『誓いのことば』近藤 魁人さん

■『お礼のことば』田中 彩乃さん

　

１
月
13
日（
日
）、
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、『
第
65
回
都
留

市
成
人
式
』を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
新
し
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
は
、
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
該
当
者
は
５
９
０
人
と
な
り

ま
す
。

　

当
日
は
、
男
性
１
４
３
人
、
女
性
１
２
０
人
の
計
２
６
３
人
が
出
席
し
、

美
し
い
振
袖
姿
や
凛
々
し
い
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
な
ど
を
身
に
ま
と
い
、
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
談
笑
す
る
姿
が
会
場
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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市立病院での産科分娩を再開します！

　　　　　妊産婦さんやご家族の方の強い味方！
都留市子育てほっとステーションのご案内

（子育て世代包括支援センター）

マタニティクラス・
　　　　パパママ教室

お母さん、お父さんになる方が出産前に
妊娠や出産、育児について学んだり、語
り合ったりする教室です。

乳児家庭全戸訪問事業
（赤ちゃん訪問）

出産後、保健師または助産師が訪問
し、育児相談など対応します。

産後ケア事業

産後ケア事業は、育児への不安や負担感を有する産後
４カ月までの母親とその乳児が宿泊しながら、母体の
ケアと育児に関する相談、沐浴や授乳などの指導など
の支援を、助産師などが提
供する事業です。県と市の
助成があります。

マタニティコール・
　　　　お誕生コール

妊娠中や産後の方向けに、妊娠や出産、
子育てに関するお悩みについて、電話相
談を行います。

マタニティタクシー事業

妊産婦さんが、出産のための入院時と
退院時に交通手段として、利用したタ
クシー利用料金を助成します。
※事前にチケット発行が必要です。

上記以外にも、子育て事業を実施しています。詳細は、下記へお問い合わせください。
問合先　健康子育て課　☎（46）5113

　市立病院での分娩は、産科医の不足により平成20 年
３月から休止していましたが、２月から分娩の取り扱
いを再開できることになりました。
　市内の方はもちろん、東部地域の方の妊娠や出産の
ほか、里帰り出産も積極的に受け入れますのでご利用
ください。また、関係医療機関とも緊密に連携して、
身近な地域で、安心して出産ができる環境を提供して
いきます。

問合先　市立病院 医事担当　☎（45）1811（代）

地元で安心して
　　お子さんを生み、
　　　　育てませんか。

　妊娠中や子育て中には大変なことや不安なこともたくさんあると思います。妊娠期から出産、子育て期までの妊産
婦さんやご家族のさまざまな相談に応じます。ひとりで悩まないで助産師（母子保健コーディネーター）や保健師、管
理栄養士にお気軽にご相談ください。（秘密厳守、相談無料です。）
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　12月号の広報でもお知らせしましたが、昨年の 10月
25日、多くの市民の皆さまや各種団体のご協力をいただ
き、セーフコミュニティの分野別対策委員会を６つ発足さ
せ、12月までに２回の合同会議を開催しました。
　今月号からは、各対策委員会の現状などを市民意識調査
の結果と併せて紹介します。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｃ
）活
動
報
告

問
合
先

　

地
域
環
境
課 
地
域
振
興
担
当

Ｅ
メ
ー
ル

　

chiikishinkou@
city.tsuru.lg.jp

☎（
43
）１
１
１
１（
内
線
１
７
５
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）５
０
４
９

防災・減災対策委員会
　この委員会は、都留青年会議所、社会福祉協議会、
災害ボランティアセンター運営検討委員会、つる防災
ネットワーク、つみかごの会、健康科学大学看護学部、
防災士など 17 名の委員で構成されています。今は防
災・減災に関する課題を主観的、客観的な見地から意
見を出し合っているところですが、これから新年度に
かけて取り組むべき重点課題を抽出し、安全で安心し
て暮らせる具体的な対策を講じていきます。
以下、市民意識調査の「災害」に関する集計結果の一部
を紹介します。

　災害に対しては、約９割の
方が不安を感じており、内訳
は「地震」が一番多く、次いで

「火災」となっています。

災害に対しての不安 災害に対しての不安の内訳

　災害に対する備えとしては「非常持ち出し袋や食料の備蓄」が一番多い結果となりました。一方、地域の人たちと
の災害時の役割分担の話し合いは少ない結果となり、このあたりの対策を講ずる必要性が見えてきました。
　12 月の合同会議の際のワークショップでも、災害弱者の避難方法や自主防災組織の強化の必要性など、地域の
つながりを大切にする取り組みが重要であるなどの意見が出されました。

災害に対する備え

ある…89.6％
ない…10.4％
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イベント情報！
都留文科大学
第14 回 地域交流研究フォーラム

「かすかな光へ」上映会
　都留文科大学地域交流研究センターでは、第14回地
域交流研究フォーラムを開催します。今回は昨年12月
23日に逝去されました大田堯先生（本学元学長）のド
キュメンタリー映画「かすかな光へ」を上映します。
　「ちがう　かかわる　かわる」。大田先生のメッセージ
を通して、地域の教育や福祉、自然について、そして「地
域交流研究センター」のこれからについて皆さまと一緒
に考えたいと思います。ご参加をお待ちしています。
日　時　2月13日（水）18時～20時（17時30分受付開始）
会　場　都留文科大学２号館101教室
入場料　無料
申込方法
①都留文科大学ウェブサイトからお申し込みください。
②下記申込先へ電話にてお申し込みください。
申込・問合先　都留文科大学地域交流研究センター
　　　　　　　☎（43）4341（内線606）

問合先　大学コンソーシアムつる 事務局 市役所 企画課

都留文科大学

大学コンソーシアムつる活動報告

産業技術短期大学校
能力開発セミナー（都留キャンパス開講分）
３月開講講座
　・ホームページ開設（応用編）
　・３次元ＣＡＤによる機械設計の基礎
４月開講講座
　・新入社員研修
　・初心者のためのパソコン
　・第二種電気工事士筆記試験準備講座〔Ⅰ〕
卒業研究発表会（都留キャンパス開催分）
　産業技術短期大学校では、２年間の集大成である卒業
研究の発表会を開催します。生産技術科、電子技術科の
２年生が「金型の設計・製作」や「ソーラーカーの製作」な
ど、多彩な研究を発表します。ソーラーカーは、ロボコ
ンやまなし 2018に出場し、優勝しました。一般の方も
ぜひご来場ください。
日　時　２月22日（金）
　生産技術科　9時30分～、電子技術科　13時30分～
場　所　産業技術短期大学校 都留キャンパス
問合先　産業技術短期大学校　☎（43）8911
　　　　URL　http://www.yitjc.ac.jp

市民公開講座『暮らしのとなりにある水―東桂地区　用水路の夏と冬―』
　12月19日（水）、第２回市民公開講座『暮らしのとなりにある水―東桂
地区　用水路の夏と冬―』を開催しました。講師は、本学教養学部学校教
育学科教授　内山美恵子先生です。
　東桂地区の用水について、2016年からの研究結果をもとに、どのよう
な成分が含まれているのか、なぜ、その成分が含まれていると考えられ
るのか、季節によってどのような変化があるのかなどについてのお話し
でした。
　参加された方からは、「普段なにも考えずに使っている水について、理
論的に調査を行った結果と、それが実生活に与える影響がわかりやすく学べて大変有意義だった。別の地域の水質
に関しても、今日の学びを生かして調べてみたい。」、「夏狩在住なので興味があり参加させていただきました。科
学的に分析されたデータを見ることにより納得できました。水は人々の生活にとても大切なものなので、資源を大
切にして次世代に引き継ぎたいと思います。」などの感想をいただきました。

市民公開講座「佐野夢加かけっこ教室」
　12月25日（火）、26日（水）に都留文科大学体育館において、ロンドン
五輪陸上競技日本代表の佐野夢加特任講師による、『佐野夢加かけっこ教
室』を実施しました。
　今回のかけっこ教室では、走ることが速くなるための基礎運動から、
ミニゲームやスキップ練習などのプログラムを行いました。加えて、高
学年の部では、実践的なリレー練習も取り入れ、子どもたちのスキルアッ
プにも繋がりました。
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つる市政 Topics

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
甲
種
功
労
章
）　

３
名

　

住
谷
堅
司　

小
松
純
也　

臼
井
邦
春

（
乙
種
功
労
章
）　

22
名

　

横
山　

実　

小
林
丈
二　

藤
原
祐
一

　

猪
狩
孟
史　

細
田
浩
一　

志
村
貴
庸

　

柏
木
治
郎　

小
林　

淳　

椚
原　

勲

　

小
林
慎
治　

中
谷
高
之　

米
山
雅
和

　

内
藤
浩
行　

岡
田
啓
介　

平
井
武
彦

　

向
山
高
司　

武
井
和
彦　

市
川　

賢

　

小
林
正
和　

野
武
直
記　

天
野
隆
行

　

安
富
順
吾

富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰　

７
名

　

奈
良
直
久　

尾
曲　

章　

藤
江
和
一

　

田
辺
利
幸　

岩
村
健
治　

太
田
一
成

　

三
浦
順
一

大
月
警
察
署
長
・
山
梨
県
防
犯
協
会
大
月
支

部
長
感
謝
状（
功
労
章
）　

13
名

　

田
辺
利
幸　

尾
曲　

章　

奈
良
直
久

　

藤
江
和
一　

岩
村
健
治　

太
田
一
成

　

三
浦
順
一　

上
條
好
人　

谷
内
夢
規

　

小
林
慎
治　

平
井
武
彦　

市
川　

賢

　

杉
本
哲
司

山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰　

23
名

　

田
中　

稔　

上
條
好
人　

藤
江
康
太
郎

　

藤
原
祐
一　

伊
藤
達
哉　

志
村
将
史

　

志
村
貴
庸　

横
山　

実　

柏
木
治
郎

　

鈴
木
裕
貴　

小
俣
賀
史　

山
口
悟
史

　

佐
藤
祐
介　

佐
久
間
友
和　

大
関
秀
典

　

志
村
通
孝　

平
井
昌
吾　

中
村
健
作

　

長
田
哲
也　

小
林
俊
也　

森
嶋
雅
史

　

安
富
順
吾　

杉
本
哲
司

都
留
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
彰　

　
（
株
）Ｎ
Ｂ
Ｃ
メ
ッ
シ
ュ
テ
ッ
ク
山
梨
都
留
工
場

　
（
株
）日
向

市
長
表
彰　

41
名

　

米
山
雅
和　

小
林
丈
二　

上
條
好
人

　

藤
江
康
太
郎　

渡
邉
貴
幸　

田
中　

稔

　

土
屋
文
博　

内
藤
崇
行　

藤
原
祐
一

　

伊
藤
達
哉　

猪
狩
孟
史　

細
田
浩
一

　

粟
澤
拓
海　

志
村
将
史　

谷
内
夢
規

　

新
津
一
哉　

柏
木
治
郎　

宮
沢
賢
一

　

鈴
木
裕
貴　

清
水　

淳　

椚
原　

勲

　

小
林
慎
治　

小
俣
賀
史　

中
谷
高
之

　

山
口
悟
史　

佐
久
間
友
和　

大
関
秀
典

　

志
村
通
孝　

内
藤
浩
行　

平
井
武
彦

　

向
山
高
司　

長
田
哲
也　

武
井
和
彦

消
防
団
員
募
集
！

　

消
防
団
は
、
消
火
活
動
や
火
災
予
防
活
動
の

み
で
な
く
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て

は
、
地
域
住
民
の
救
助
、
救
出
や
復
旧
活
動
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
各
地
域
の
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
う
え
で
、
必
要
不
可
欠

な
存
在
で
す
。

　

特
に
、
山
梨
県
で
は
、
東
海
地
震
が
い
つ
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
署
員
だ

け
で
は
、
地
域
住
民
全
体
の
安
全
確
保
は
難
し

く
、
災
害
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域

に
密
着
し
た
消
防
団
を
中
心
と
し
た
、
地
域
防

災
力
の
強
化
が
必
要
で
す
。
自
分
た
ち
の
ま
ち

を
愛
す
る
一
人
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

被
害
も
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た

め
、
積
極
的
な
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

消
防
課　

消
防
団
担
当

　

１
月
６
日（
日
）、
新
春
恒
例
の
都
留
市
消
防
出
初

式
が
、
多
く
の
ご
来
賓
出
席
の
も
と
、
消
防
関
係
者

４
０
０
名
が
出
席
し
、
杜
の
都
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
協
力
事
業
所
へ
の
感
謝
状
の
伝
達
や
消
防
活

動
に
功
績
の
あ
っ
た
多
く
の
消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
受

章
者
を
代
表
し
て
禾
生
分
団
の
住
谷 

堅
司
副
分
団
長
が

謝
辞
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

都留市消防出初式を開催しました！

　

市
川　

賢　

小
林
正
和　

小
林
俊
也

　

森
嶋
雅
史　

野
武
直
記　

天
野
隆
行

　

安
富
順
吾　

杉
本
哲
司

団
長
表
彰　

36
名

　

上
條
好
人　

中
村　

弘　

上
野
克
也

　

志
村
圭
亮　

樋
川
誠
自　

奥
秋
亮
太

　

渡
辺
和
希　

亀
田
賢
大　

小
林
崇
仁

　

程
原
旭
彦　

小
林
新
平　

高
部
忠
幸

　

渡
辺
隆
寛　

小
俣　

敦　

羽
田
健
太
郎

　

初
原
孝
幸　

松
川
光
基　

佐
藤
征
司

　

岩
澤
宏
哉　

槙
田
哲
也　

小
林
一
考

　

本
庄　

伶　

鈴
木
勝
士　

小
林
直
広

　

中
村
吉
秀　

平
井　

譲　

渡
邉
和
成

　

峰
尾
修
史　

山
中　

優　

渡
辺
祐
基

　

前
田
高
輔　

古
屋
和
樹　

土
屋
直
己

　

谷
内
輝
成　

小
俣
賢
次　

小
俣
和
彦

十
年
勤
続
表
彰　

34
名

　

市
川
晋
一　

藤
江
康
太
郎　

佐
藤
昌
生

　

三
森
寛
士　

佐
藤
賢
一　

猪
狩
孟
史

　

片
岡
健
児　

太
田
康
二　

太
田
公
二

　

辻
本　

修　

藤
本
文
明　

志
村　

純

　

平
井
正
道　

程
原
貞
雄　

志
村
憲
一

　

上
杉
正
明　

亀
田　

作　

亀
田
大
裕

　

佐
藤
計
仁　

白
須
信
也　

佐
藤
文
彦

　

後
藤　

孝　

小
林　

健　

幡
野
雄
一

　

市
川
雅
史　

堀
内
甲
斐　

渡
邊
誠
一

　

市
川
直
樹　

阪
本
紀
明　

矢
田
英
人

　

織
田
宗
泰　

三
浦
孝
之　

市
川
寛
之

　

杉
本
雅
之

十
五
年
勤
続
表
彰　

34
名

　

内
藤
浩
行　

清
水
紀
行　

東
山　

純

　

佐
藤
弘
康　

白
須
正
博　

岩
下　

稔

　

和
田
章
弘　

幡
野
空
海　

髙
橋　

玲

　

牛
田
勇
作　

小
林
佑
次　

柏
木
治
郎

　

杉
本
文
利　

奥
脇
和
明　

志
村
一
樹

　

松
島
雄
平　

仲
野
真
一
郎　

遠
山
浩
二

　

松
浦
真
也　

澤
田
太
郎　

渡
邉
幸
吉

　

吉
澤
周
一
郎　

上
條
徳
大　

中
村
健
作

　

安
田
幸
太
郎　

田
辺
直
大　

田
中
栄
男

　

林　

公
雄　

森
嶋
昭
人　

日
向
大
介

　

日
向
隆
智　

小
池
幸
生　

小
俣
雅
一

　

日
向
和
彦

二
十
年
勤
続
表
彰　

９
名　

　

青
嶋
憲
之　

若
林
英
行　

遠
藤　

勲

　

室
屋
年
克　

米
山
雅
和　

平
井
浩
次

　

藤
本　

学　

岡
部
大
吾
郎　

小
俣
裕
信

二
十
五
年
勤
続
表
彰　

１
名

　

原
田
進
一

受
章
者
代
表
謝
辞

　

禾
生
分
団　

副
分
団
長　

住
谷
堅
司

つる市政 Topics
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災害対応特殊消防ポンプ自動車を更新整備しました！

つる市政 Topics

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

受
託
収
入
を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
東
桂
地
区
の
宮
下
神
楽
保
存
会
で

は
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
地
域
行
事
及
び

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
神

楽
堂
を
修
繕
し
ま
し
た
。

宝くじの助成金を地域伝統活動に役立てました！

　

都
留
市
消
防
署
で
は
平
成
30
年
度
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
と
し
て「
災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
」を
更
新
整
備
し
ま
し
た
。

　

新
ポ
ン
プ
車
は
、
Ｃ
Ｄ
―
Ⅰ
型
と
し
て
の
機
動

力
を
十
分
に
備
え
、
１
、３
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水

槽
を
積
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
活
動
に
必

要
な
資
器
材
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
迅
速
な
初
期
消
火
活
動
が
行
え
る
よ
う

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
車
両
は
緊
急
消
防
援
助
隊
の
新
規
登

録
車
両
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
は
国
の
要
請
に
応
じ
て
被
災
地
へ

出
動
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
市
の
施
策
で
も
あ
る「
災
害
対
策

及
び
消
防
救
急
の
充
実
」の
実
現
と
、
更
な
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

子育てコーチングセミナーを開催しました！
　

１
月
19
日（
土
）、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
に
て

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
ど
も
の
才
能
を
伸
ば
す
子

育
て
コ
ー
チ
ン
グ
～
コ
ー
チ
ン
グ
を
身
に
つ
け

て
、
子
ど
も
の
力
を
大
き
く
伸
ば
す
～
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
や
母
親
の
視
野
拡
大
の
必
要
性
を
訴
え
る
講
演

を
数
多
く
行
っ
て
い
る
、（
株
）サ
イ
タ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
江
藤 

真
規
さ
ん
を
お
招
き

し
、
当
日
は
約
60
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

江
藤
さ
ん
か
ら
は「
社
会
が
変
化
し
、
教
育
の

環
境
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
ん
な
中

で
、
子
ど
も
の『
ら
し
さ
』を
見
つ
け
、
伸
ば
し
、

考
え
る
力
や
発
想
力
を
養
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
重
要
。」と
い
う
お
話
が
あ
り
、
参
加
さ

れ
た
保
護
者
の
方
々
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
講

演
を
聴
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。
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今年の夏 完成予定！市内初のサービス付き高齢者向け住宅

「ゆいま～る都留」入居者募集中！
　　　◎広々とした１Ｋタイプのお部屋が全８０戸

　　　◎うち 20戸は市民限定の優先枠をご用意

募集期間　２月28日（木）まで　　
　

市
の「
単
独
型
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
旧
雇
用
促
進
住
宅
下
谷
宿
舎

を
全
面
改
修
す
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅「
ゆ
い
ま
～
る
都
留
」
で

は
、
１
月
か
ら
入
居
者
の
募
集
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

２
棟
80
戸
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
の

募
集
で
は
、
そ
の
内
20
戸
を
市
民
の
方

が
優
先
し
て
入
居
で
き
る
よ
う
確
保
し

て
い
ま
す
。
募
集
期
間
は
２
月
28
日

（
木
）ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
と
は

　

介
護
不
要
な
高
齢
者
、
も
し
く
は
要

介
護
度
の
低
い
高
齢
者
の
た
め
の
介
護

施
設
を
指
し
、
安
否
確
認
や
生
活
相
談

な
ど
高
齢
者
の
安
心
を
支
え
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
の

住
宅
で
、
入
居
の
条
件
は
、

①
60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

②
要
介
護
者
・
要
支
援
者
で
あ
る
こ
と

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
で
、
介
護
不

要
か
ら
軽
度
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

入
居
者
の
多
く
は
日
常
的
な
介
護
が

必
要
な
い
た
め
、
常
駐
す
る
専
門
職
員

に
よ
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
・
生
活
相
談

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
自
由
度
の

高
い
暮
ら
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

サービス付き高齢者向け住宅「ゆいま～る都留」入居者募集中！
問合先：企画課
つる創生推進室

施
設
概
要

名　

称　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅 「
ゆ
い
ま
～
る
都
留
」

家
賃
な
ど（
月
額
） 

家　

賃　

２
６
、０
０
０

～
３
２
、５
０
０
円

生
活
サ
ポ
ー
ト
費

　
　
　
　

３
０
、０
０
０
円（
税
別
）

共
益
費　

５
、０
０
０
円

※
生
活
サ
ポ
ー
ト
費
と
は
入
居
者
の
安

否
確
認
や
生
活
相
談
な
ど
に
か
か
る
費

用
で
す
。

戸　

数　

５
階
建
て
２
棟
全
80
戸

間
取
り　

１
Ｋ（
33
・
07
㎡
）

所
在
地

　

つ
る
５
丁
目
地
内（
都
留
IC
近
く
）

事
業
主
体

　

株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

募
集
要
項

募
集
枠　

全
80
戸

※
そ
の
内
20
戸
は
市
民
限
定
の
優
先
枠

と
し
て
市
民
の
方
の
み
を
先
に
受
け
付

け
、
入
居
さ
れ
る
部
屋
を
決
定
す
る
抽

選
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
28
日（
木
）ま
で

　
（
当
日
消
印
ま
で
有
効
）

申
込
方
法　

仮
登
録
申
込
書
を
ゆ
い
ま

～
る
都
留
開
設
準
備
室
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
類
一
式
を
ご
希
望
の
方
は
、

開
設
準
備
室
に
電
話
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

抽
選
日
時

■
市
民
枠　

３
月
７
日（
木
）

■
一
般
枠　

３
月
８
日（
金
）

書
類
請
求
・
申
込
・
問
合
先　

　

 

株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ゆ

い
ま
～
る
都
留
開
設
準
備
室

　

都
留
市
上
谷
１
―
２
―
３
エ
コ
ハ
ウ
ス

　

☎
０
１
２
０（
７
１
１
）２
２
７

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅「
ゆ

い
ま
～
る
都
留
」説
明
会

日　

時　

２
月
18
日（
月
）、

　
　
　
　

３
月
19
日（
火
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
10
時
～
11
時

参
加
費　

無
料

会
場
及
び
問
合
先

　

都
留
市
移
住
・
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー

　

都
留
市
上
谷
１
―
２
―
３
エ
コ
ハ
ウ
ス

　

☎（
56
）７
５
１
１

※
広
報
つ
る
１
月
号
に
も
詳
し
く
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「ゆいま～る都留」イメージ図
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パブリックコメントを実施します！ 問合先：下記記事内をご覧ください

第
６
次
都
留
市
長
期
総
合
計

画
中
期
基
本
計
画（
素
案
）

　

平
成
28
年
度
か
ら
11
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
第
６
次
都
留
市
長
期
総

合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
が
本
年
度

で
終
了
と
な
り
、
平
成
31
年
度
か
ら

34
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
中
期
基

本
計
画（
素
案
）に
つ
い
て
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

２
月
７
日（
木
）～
20
日（
水
）

問
合
先
及
び
意
見
な
ど
の
提
出
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

直
接
提
出
及
び
問
合
先

　

企
画
課 

政
策
担
当

郵　

送

〒
４
０
２
―
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

　

都
留
市
役
所
企
画
課
政
策
担
当

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
45
）５
０
０
５

※
送
付
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
メ
ー
ル　

　

seisaku@
city.tsuru.lg.jp

※
様
式
は
自
由
で
す
が
、
住
所
、
氏

名
及
び
連
絡
先
は
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
記
入
が
な
い
場
合
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

公
開
す
る
施
策
の
閲
覧
方
法

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
月
～
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
。）

・
市
役
所（
総
務
課 

法
制
広
報
担
当

及
び
企
画
課 

政
策
担
当
）

・
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

・
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
火
～
日
曜
日（
祝
日
は
除
く
。
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
の
火

曜
日
も
休
館
。）

・
市
立
図
書
館

◎
月
～
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
。）

・
都
留
文
科
大
学
附
属
図
書
館

※
閲
覧
時
間
は
、
い
ず
れ
も
17
時
15

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

都
留
市
自
殺
対
策
推
進
計
画

（
素
案
）

　
「
都
留
市
自
殺
対
策
推
進
計
画
」を

策
定
す
る
に
あ
た
り
広
く
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
計

画
策
定
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

２
月
15
日（
金
）～
３
月
８
日（
金
）

問
合
先
及
び
意
見
な
ど
の
提
出
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

直
接
提
出
及
び
問
合
先

　

健
康
子
育
て
課
健
康
づ
く
り
担
当

　

☎（
46
）５
１
１
３

郵　

送

〒
４
０
２
―
０
０
５
１

　

都
留
市
下
谷
２
５
１
６
―
１

　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留

　

健
康
子
育
て
課
健
康
づ
く
り
担
当

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
45
）５
１
１
９

Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkouzukuri@
city.tsuru.lg.jp

※
様
式
は
自
由
で
す
が
、
住
所
、
氏

名
及
び
連
絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
記
入
が
無
い
場
合
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

公
開
す
る
施
策
の
閲
覧
方
法

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

◎
月
～
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
。）

・
市
役
所（
総
務
課 

法
制
広
報
担
当
）

・
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留（
健
康
子

育
て
課 

健
康
づ
く
り
担
当
）

・
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
火
～
日
曜
日（
祝
日
は
除
く
。
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
の
火

曜
日
も
休
館
。）

・
市
立
図
書
館

◎
月
～
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
。）

・
都
留
文
科
大
学
附
属
図
書
館

※
閲
覧
時
間
は
、
い
ず
れ
も
17
時
15

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

避難所運営リーダー養成講座の受講者を募集します！
　申込・問合先：総務課 

危機管理担当 ☎（46）0111
　

本
市
の
避
難
所
運
営
は
、
市
職
員
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

協
力
体
制
を
と
り
、
地
域
住
民
の「
自

助
」、「
共
助
」の
精
神
に
基
づ
く
運
営

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
来
年

度
ま
で
に
、
各
避
難
所
に
５
人
以
上
の

「
避
難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー
」を
育
成
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
、
避
難
所
運
営
等
の
知

識
・
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
都
留
市
避
難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー
」養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

３
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
17
時

場　

所　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

受
講
要
件　

養
成
講
座
受
講
後
、
市
指

定
避
難
所
で
の
運
営
に
継
続
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
方

講
座
内
容

① 

講
義（
避
難
所
運
営
の
事
例
と
解
説
）

② 

救
急
救
命
講
習（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
訓
練
）

③ 

避
難
所
運
営
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

※
①
～
③
の
全
て
を
受
講
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

避
難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー
と
は
？

　

受
講
修
了
者
に
対
し
、
市
が「
都
留
市

避
難
所
運
営
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
認
定

し
、
平
常
時
か
ら
の
避
難
所
運
営
訓
練

や
災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
に
参
加
・

協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
、

１
１
５
名
が「
都
留
市
避
難
所
運
営
リ
ー

ダ
ー
」と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ 3 1 . 2 . 19



※
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）

１
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

２ 

禁き
ん
こ錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者

３ 

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
懲

戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分

の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

４ 

人
事
委
員
会
又
は
公
平
委
員
会
の

委
員
の
職
に
あ
つ
て
、
地
方
公
務

員
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
刑
に

処
せ
ら
れ
た
者

５ 

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

に
加
入
し
た
者 

　

平
成
31
年
4
月
採
用
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

◎ 

看
護
師
の
資
格
取
得
の
た
め
に
借

入
れ
た
奨
学
金
の
返
済
資
金
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

助
産
師
、
認
定
看
護
師
等
資
格
取

得
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎ 
院
内
保
育
所「
み
は
ら
し
」に
お
子

様
を
あ
ず
け
て
、
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
員

　

薬
剤
師　
　
　

２
名

　

看
護
師　
　
　

６
名

　

助
産
師　
　
　

３
名

　

理
学
療
法
士　

２
名

　
作
業
療
法
士
　
１
名

応
募
資
格
・
要
件

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
16
条（
下
記
参
照
）の
欠
格
条
項

に
該
当
し
な
い
方
で
、
次
の
要
件
を

満
た
す
方

○ 

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
募
集
職
種
の
資
格
を
有

す
る
方
。
ま
た
は
、
３
月
31
日
ま

で
に
募
集
職
種
の
資
格
を
取
得
す

る
見
込
み
の
あ
る
方

応
募
期
間

　

２
月
21
日（
木
）ま
で

※
郵
送
可（
当
日
必
着
）

応
募
書
類

①
受
験
申
込
書

②
身
上
書
付
履
歴
書

市立病院・介護老人保健施設『つる』職員募集について 問合先：下記記事内をご覧ください

③ 

募
集
職
種
の
免
許
証
の
写
し（
有

資
格
者
）

④
卒
業
見
込
み
証
明
書（
平
成
31　

　

年
３
月
卒
業
見
込
み
者
）

⑤ 

写
真
１
枚（
履
歴
書
に
貼
付
し
た

も
の
と
同
じ
写
真【
４
cm
×
３
cm
】）

※
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
受
験
票
返
送
用
長
形
３
号
封
筒

（
郵
送
に
よ
る
応
募
の
場
合
）

※
返
送
先
住
所
及
び
氏
名
を
記
入
の

う
え
、
３
９
２
円
分
の
切
手
を
貼
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
員
募
集
要
項
な
ら
び
に
受
験
申

込
書
、
身
上
書
付
履
歴
書
は
配
布
し

て
い
ま
す
。
応
募
希
望
の
方
は
、
都

留
市
立
病
院
事
務
局
庶
務
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

試
験
日
・
試
験
会
場

◎
１
次
試
験（
全
職
種
）作
文
試
験
、

一
般
性
格
診
断
検
査
、
看
護
師
適
正

検
査（
看
護
師
・
助
産
師
の
み
）

日　

時　

３
月
２
日（
土
）

　
　
　
　

８
時
～
８
時
30
分（
受
付
）

試
験
開
始　

９
時
～

会　

場　

市
立
病
院
北
棟
３
階
講
堂

◎
２
次
試
験（
面
接
試
験
）

日　

時　

３
月
16
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
13
時
30
分（
受
付
）

試
験
開
始　

13
時
40
分
～

会　

場　

市
立
病
院
南
棟
２
階
会
議
室

合
否
通
知
　
３
月
下
旬
ご
ろ

採
用
予
定
日　
４
月
１
日
か
ら

申
込
・
問
合
先

〒
４
０
２
―
０
０
５
６

山
梨
県
都
留
市
つ
る
５
―
１
―
55

都
留
市
立
病
院
事
務
局
庶
務
担
当

　

☎（
45
）１
８
１
１

採
用
予
定
人
員　

特
定
任
期
付
職
員

（
病
院
管
理
部
門
）　

１
名

任　

期　

４
月
１
日
～
（
５
年
間
）

職
務
内
容　

市
立
病
院
に
お
け
る
診
療

報
酬
そ
の
他
料
金
の
請
求
及
び
徴
収
、

医
事
統
計
、
医
事
報
告
な
ど
の
業
務

受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

① 

昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

② 

医
療
機
関
で
の
診
療
報
酬
請
求
事
務

等
経
験
者
で
、
当
該
事
務
に
関
し
高

い
専
門
知
識
を
有
す
る
方

③ 

日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

第
16
条（
上
記
参
照
）の
欠
格
条
項
に

該
当
し
な
い
方　
　

受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

受
験
申
込
書
を
２
月
20
日（
水
）ま
で
に

総
務
課
職
員
担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
受
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
及
び
総
務
課

に
て
配
布
し
ま
す
。

試
験
日
、
試
験
の
会
場
及
び
方
法

◎
１
次
試
験　

２
月
25
日（
月
）　

　

市
役
所

　

小
論
文
、
書
類
選
考
、
面
接

◎
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　

３
月
中　

市
役
所　

面
接

特定任期付職員の募集について
問合先：総務課

職員担当
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第21 回都留市男女共同参画推進フェスティバル
　問合先：地域環境課

地域振興担当
「
老
若
男
女　

み
ん
な
で
創
る
わ
れ
ら

が
ま
ち
～
地
域
の
未
来（
あ
し
た
）を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
」　

　

本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
推
進
に
向
け
、「
男
女
共
同
参

画
」に
つ
い
て
よ
り
広
く
市
民
の
方
に

周
知
し
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
し
て
、
平
成
13

年
度
よ
り「
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
地
域
・
地
域
団
体
に

お
け
る
多
様
性
」を
テ
ー
マ
と
し
、
女

性
や
若
者
な
ど
多
様
な
主
体
が
関
わ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

す
。
全
国
的
に「
役
員
な
ど
の
高
齢
化

や
な
り
手
不
足
」、「
活
動
の
停
滞
や
廃

止
」と
い
っ
た
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
中
、

本
市
に
お
け
る
課
題
を
共
有
し
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

２
月
23
日（
土
）

　

13
時
30
分
～
16
時（
受
付 

13
時
～
）

場　

所　

ぴ
ゅ
あ
富
士
３
階
大
研
修
室

※
入
場
無
料

内　

容　

基
調
講
演

　

石
阪
督
規
教
授（
埼
玉
大
学
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

石
阪
督
規
教
授

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、
市
長
、
地
域

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
連
絡
会
代

表
、
自
治
会
連
合
会
代
表

※
無
料
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３

日
前
ま
で
に
ぴ
ゅ
あ
富
士
ま
で
お
電
話

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎（
45
）１
６
６
６

宝
保
育
所（
保
育
士
）

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
次

の
資
格
を
有
す
る
方

① 

保
育
士
免
許
を
有
す
る
、
ま
た
は

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方
② 

普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
日
常

的
に
運
転
し
て
い
る
方

③ 
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
文
書
作
成
が
可

能
な
方

④ 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項（
右
頁
参
照
）に
該
当
し
な
い
方

勤
務
場
所　

宝
保
育
所

勤
務
時
間　

９
時
か
ら
17
時
15
分
を

基
本
と
す
る
が
、
早
番
・
遅
番
の
シ

フ
ト
有
り
。

※
交
代
制
で
土
曜
日
の
勤
務
有
り
。

職
務
内
容　

０
歳
児
か
ら
就
学
前
ま

で
の
乳
幼
児
保
育

雇
用
期
間　

４
月
１
日
～（
１
年
間
）

※
勤
務
状
況
に
よ
り
次
年
度
更
新
有
り
。

報　

酬　

月
額
１
７
０
、１
０
０
円

申
込
方
法　

２
月
22
日（
金
）ま
で
に

「
履
歴
書（
写
真
添
付
）」、「
資
格
証

非常勤嘱託員の募集について！ 問合先：下記記事内をご覧ください

明
書
の
写
し
」、「
職
務
経
歴
書
」、

「
納
税
調
査
に
関
す
る
同
意
書
」を
宝

保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様

式
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
郵
送
可（
当
日
消
印
有
効
）

選
考
方
法　

１
次
選
考（
書
類
）と
２

次
選
考（
面
接
）を
実
施
し
ま
す
。

　

２
次
選
考
は
、
１
次
選
考
通
過
者

の
み
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他　

通
勤
に
伴
う
費
用
は
、
通

勤
距
離
２
㎞
以
上
の
場
合
は
規
程
に

基
づ
き
支
給
し
ま
す
。
社
会
保
険
な

ど
、
健
康
保
険
法
及
び
雇
用
保
険
法

の
各
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
加
入

し
ま
す
。
そ
の
他
、
年
次
有
給
休
暇
、

時
間
外
勤
務
手
当
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

宝
保
育
所

　

☎（
45
）３
０
８
０

市
立
病
院 

管
理
部
門

（
診
療
報
酬
請
求
事
務
な
ど
）

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
次

の
資
格
を
有
す
る
方

① 

医
療
機
関
に
お
け
る
診
療
報
酬
請

求
事
務
従
事
の
経
験
が
あ
る
方

② 
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項（
右
頁
参
照
）に
該
当
し
な
い
方

勤
務
場
所　

市
立
病
院

勤
務
時
間

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
休
日
の
日
直
有
り
。

職
務
内
容　

診
療
報
酬
請
求
事
務
、

医
事
会
計
に
係
る
業
務
な
ど

雇
用
期
間　

４
月
１
日
～（
１
年
間
）

報　

酬　

月
額
１
５
３
、０
０
０
円

申
込
方
法　

２
月
22
日（
金
）ま
で
に

「
履
歴
書（
写
真
添
付
）」、「
資
格
証

明
書
の
写
し
」、「
職
務
経
歴
書
」、

「
納
税
状
況
調
査
に
関
す
る
同
意
書
」

を
市
立
病
院
事
務
局 

庶
務
担
当
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
な
ど
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

※
郵
送
可（
当
日
消
印
有
効
）

選
考
方
法　

１
次
選
考（
書
類
）と
２

次
選
考（
面
接
）を
実
施
し
ま
す
。

　

２
次
選
考
は
、
１
次
選
考
通
過
者

の
み
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他　

通
勤
に
伴
う
費
用
は
、
通

勤
距
離
２
㎞
以
上
の
場
合
は
規
程
に

基
づ
き
支
給
し
ま
す
。
社
会
保
険
な

ど
健
康
保
険
法
、
厚
生
年
金
保
険
法

及
び
雇
用
保
険
法
の
各
要
件
に
該
当

す
る
場
合
は
加
入
し
ま
す
。
そ
の

他
、
年
次
有
給
休
暇
、
時
間
外
勤
務

手
当
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

　

市
立
病
院 

事
務
局 

庶
務
担
当

　

☎（
45
）１
８
１
１
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所得税・住民税の申告期間は、2/18（月）～ 3/15（金）です！
問合先：税務課

大月税務署　☎（22）3151

医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
方

　

事
前
に
、
医
療
を
受
け
た
方
ご
と
、

医
療
機
関
ご
と
に
医
療
内
容
を
集
計

し
た
、『
医
療
費
控
除
の
明
細
書
』
を

作
成
し
て
医
療
費
通
知
な
ど
と
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。　

※
交
通
費
は
、
バ
ス
・
電
車
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
の
支

払
金
額
が
対
象
で
す
。　

確定申告をしなければならない方
①平成30 年中に所得がある方

・事業や不動産、農業所得、譲渡所得のある方
・給与所得者で給与の他に 20 万円を超える所得がある方
・給与収入が 2,000 万円を超える方　など
② 給与、年金、配当、原稿料などの所得者で源泉徴収された税

金が過納の方（還付申告）
※ 大月税務署（または市役所）で申告してください。
　 （②の還付申告については、2 月15 日以前でも大月税務署に

て申告可能です。）　
住民税申告をしなければならない方

③収入があったが、上記①、②に該当しない方
④ 平成30 年中に収入がなく、どなたの扶養にもなっていない方
⑤平成30 年中に収入がなく、市外にお住まいの方の税法上の
被扶養者になっている方
※ 市役所で申告してください（④、⑤の場合は、電話にて申告

を受け付けます。）
申告をしなくてもよい方

●勤務先において給与が年末調整され、その他に収入がない方
　（勤め先が１カ所である場合に限ります。）
●公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、その他に収入がな
い方（国外の年金を受給されている場合を除きます。）
※ 申告で各種控除を適用することで、源泉徴収された所得税が

還付される場合があります。また、この場合は個人住民税も
控除適用後で計算されます。

●市内にお住まいの方の税法上の被扶養者になっている方

持ち物
◎印鑑（朱肉を使用するもの）
◎平成30 年中の収入と必要経費のわかるもの

・給与や年金の源泉徴収票、報酬などの支払調書
・ 事業や不動産、農業所得の収支内訳書や帳簿（前年の申告書

の控えもご持参ください。）
・ 雑所得、一時所得、配当所得、譲渡所得などの所得を算出す

るための書類（詳細は税務署にお問い合わせください。）
◎控除に必要な書類

・ 社会保険料（国民年金保険料）控除証明書など、生命保険料や
個人年金保険料、地震保険料などの支払証明書

・ 医療費控除（年間10 万円以上、または所得金額の５％以上の
医療費の支払いがある場合）の適用を受ける場合は、医療費控
除の明細書、医療費通知

・ 障害者控除の適用を受ける場合は、障害者手帳、療育手帳ま
たは障害者控除対象者認定証

・勤労学生控除の適用を受ける場合は、学生証
・寄附金控除の適用を受ける場合は、寄附金の受領書など
・ 住宅ローン控除の適用を受ける場合は、その必要書類（詳細

は税務署にお問い合わせください。）なお、給与所得者は２年
目以降、年末調整で控除を適用できます。

◎マイナンバー（個人番号）の記載に必要なもの
・ マイナンバーカード（個人番号カード）または通知カード
　（※写し可）

・ 本人確認書類（写真付のもので運転免許証やパスポートなど。
マイナンバーカードをお持ちの方は不要）

● 所得税の還付申告の場合は、ご本人名義の預金口座のわかる
もの（通帳など）

　申告相談会は大変混雑します。待ち時間短縮のため、事業・不動産・農業所得にかかる収支内訳書や、医療費控除
の明細書などは、事前にご自分で作成のうえ、ご持参ください。
※青色申告や総合譲渡、土地や株の売買などの分離課税に係る申告、過年（平成29 年以前）分の確定申告、住宅借入
金等特別控除を新たに受ける場合については、市が行う申告相談ではお受けできませんので、大月税務署へご相談く
ださい。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

　

ｅ—

Ｔ
ａ
ｘ
で
！

　

国
税
庁
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
か
ら
所
得
税
の
確

定
申
告
が
で
き
る「
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
」を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
で
も
受

付
申
告
書
の
デ
ー
タ
送
付（
電
子
申
告
）

を
試
行
的
に
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

◎ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
申
告
が

で
き
ま
す（
確
定
申
告
期
間
中
は
24

時
間
）。

◎ 

源
泉
徴
収
票
や
医
療
費
領
収
書
な
ど

の
添
付
を
省
略
で
き
ま
す
。

◎ 

所
得
税
の
還
付
手
続
き
が
早
期
に
処

理
さ
れ
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

◎ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
可
能
な
パ
ソ

コ
ン（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）

◎ 

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
あ
ら
か
じ
め
税

務
署
に
て
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
た
場
合
は
不
要
）

※
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　その他
●健康保険料などの軽減措置などを受けることができない場合がありますので、必ず申告をしてください。
●年金・福祉・公営住宅・教育などの申請のために、申告が必要になる場合があります。
●昨年度に住民税申告された方には、申告案内ハガキを送付します。
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※確定申告期間中は土曜日・日曜日を除き、９時～ 16 時まで（ 12 時～ 13 時を除く）市役所１階ロビーで相談を受け付けます。地
区指定日にご都合のつかない方はご利用ください。また、午前中の受け付けはいずれの日程も 11 時30 分までとなります。

地区 対象地区・自治会 期日 申告会場及び
相談時間

全地区 市内全域（指定日に申告できない方） ２月18 日（月） 市役所１階ロビー
9 時～ 12 時、13 時～ 16 時

盛里 盛里地区 　　19 日（火） 盛里地域コミュニティセンター
9 時30 分～ 12 時、13 時～ 16 時

宝
中津森・下大幡 ･ 上大幡 ･ 高畑・サンタウン宝 　　20 日（水） 宝地域コミュニティセンター

9 時30 分～ 12 時、13 時～ 16 時金井 ･ 厚原 ･ 平栗 ･ 加畑・サンタウン平栗 　　21 日（木）

禾生

田野倉・大原・田野倉団地 　　22 日（金）
禾生地域コミュニティセンター
9 時30 分～ 12 時、13 時～ 16 時

四日市場 ･ 月見ケ丘・富士見台・井倉・井倉団地
九鬼・九鬼団地・サンタウン井倉 　　25 日（月）

古川渡 ･ 小形山・川茂 　　26 日（火）

東桂
十日市場 ･ 蒼竜峡団地 ･ 上夏狩 ･ 下夏狩 　　27 日（水）

東桂地域コミュニティセンター
9 時30 分～ 12 時、13 時～ 16 時桂町 ･ 境 　　28 日（木）

鹿留（宮下 ･ 沖 ･ 古渡） ３月１日（金）

下谷・三吉 下谷１～４丁目・下谷（羽根子を除く）・三吉地区 　　４日（月）
いきいきプラザ都留

2 階機能訓練室
9 時30 分～ 12 時、13 時～ 16 時

開地・川棚 開地地区・川棚・旭ヶ丘 　　５日（火）

市役所庁舎１階ロビー
9 時～ 12 時、13 時～ 16 時

田原・上谷 田原１～４丁目・上谷 　　６日（水）
上谷 上谷１～６丁目 　　７日（木）

中央 ･ つる 中央１～４丁目 ･ つる１～２丁目 　　８日（金）
つる・羽根子 つる３～５丁目・羽根子 　　11 日（月）

全地区 市内全域（指定日に申告をしていない方）

　　12 日（火）
　　13 日（水）
　　14 日（木）
　　15 日（金）

■申告相談日程表

　
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
日
程

　

２
月
18
日（
月
）～
３
月
15
日（
金
）

　

※
土
、
日
は
除
き
ま
す
。

会　

場　

大
月
税
務
署
３
階　

時　

間　

受
付　

８
時
30
分
～
16
時

　
　
　
　
（
提
出
は
17
時
ま
で
）

納
税
に
つ
い
て

　

申
告
書
の
提
出
後
に
、
納
付
書
の
送

付
や
納
税
通
知
な
ど
に
よ
る
納
付
の
お

知
ら
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
に
よ
り

納
付
す
べ
き
税
金
は
、
納
付
期
限（
＝
申

告
期
限
）ま
で
に
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄

り
の
金
融
機
関
の
窓
口
も
し
く
は
税
務

署
窓
口
で
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
書
は
、
税
務
署
及
び
金
融
機
関

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
金
融

機
関
に
納
付
書
が
な
い
場
合
に
は
、
所

轄
税
務
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

納
税
は
振
替
納
税
で

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
個

人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
納
税
に
は
、
振
替
納
税
が
大
変
便
利

で
確
実
で
す
。

◎
納
税
を
う
っ
か
り
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
振
替
日
に
指
定
い
た
だ
い
た
預
貯

金
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
り
自

動
的
に
納
付
が
で
き
ま
す
。

◎
金
融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
ま
で
現
金

を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
、
安
全
で
す
。

◎
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
継
続
し
て
利

用
で
き
ま
す
。（
転
居
な
ど
に
よ
り
所

轄
の
税
務
署
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に

は
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。）

　

振
替
納
税
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
、
税
務
署

へ「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

～
振
替
日
～

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

４
月
22
日（
月
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
24
日（
水
）

※
振
替
日
に
ご
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら

納
税
額
を
引
き
落
と
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

預
貯
金
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

　

国
や
地
方
公
共
団
体
、
特
定
公
益
増

進
法
人
な
ど
に
対
し「
特
定
寄
附
金
」を

支
出
し
た
場
合
、
寄
附
金
の
受
領
書
を

添
付
し
て
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行

う
こ
と
で
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
以
下
の
寄
附
金
は
個
人
住
民

税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。（
申
告
が
必
要
で
す
。）

① 

都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
対
す
る
寄

附
金（
※
ふ
る
さ
と
納
税
）

② 

住
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
・
日

本
赤
十
字
社
支
部
に
対
す
る
寄
附
金

③ 

特
定
寄
附
金
の
う
ち
、
都
道
府
県
・
市

区
町
村
が
条
例
で
指
定
す
る
寄
附
金

※
①
の
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）に
つ

い
て
は
、「
寄
附
金
税
額
控
除
に
係
る

特
例
申
請
書
」（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申

請
書
）を
提
出
済
み
で
、
特
例
に
該
当

す
る
場
合
は
申
告
不
要
で
す
。（
医
療

費
控
除
な
ど
の
た
め
に
申
告
を
す
る
場

合
は
、
特
例
申
請
書
を
提
出
し
て
い
て

も
、
寄
附
金
控
除
の
内
容
を
申
告
書
に

記
載
し
な
け
れ
ば
寄
付
金
控
除
の
適
用

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。）

※市役所での申告受付会場は、税務課内ではなく１階ロビーの会場となりますの
でご了承ください。
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社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、申告手続きなどには
申告書や申請書などにはマイナンバーの記載が必要です！

マイナンバーの記載
本人確認書類の

提示または写しの添付
■国税に関するマイナンバー制度の最新情報はこちらから

大月税務署からのお知らせ
　問合先：税務課 

大月税務署☎（22）3151

税
理
士
に
よ
る
年
金
受
給
者

及
び
給
与
所
得
者
に
対
す
る

無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

日　

時　

２
月
21
日（
木
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時
、

　
　
　
　

13
時
～
16
時

会　

場　

　

富
士
吉
田
市
民
会
館 

３
階

（
富
士
吉
田
市
緑
ヶ
丘
２
―
５

―
23
）

内　

容　

小
規
模
納
税
者
の
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

年
金
受
給
者
並
び
に
給
与
所
得

者
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
申
告
書
を
作
成
で
き
ま

す（
土
地
、
建
物
及
び
株
式
な

ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
場
合
を

除
く
。）。

問
合
先　

東
京
地
方
税
理
士
会

大
月
支
部
事
務
局

　

☎
０
５
５
５（
22
）８
４
８
１

《マイナンバーの記載について》

が必要です！

※国税庁ホームページにリンクしています。
　ＱＲコードの読み取りができない方は、
　検索エンジンで「国税庁　マイナンバー」で検索してください。

健康ポイント手帳のポイントをわくわくカードへ移行しましょう！
問合先：下記記事内を

ご覧ください

日　程 時　間 場　所

２月18日（月）

13時30分～ 15時

東桂地域コミュニティセンター

　　19日（火） 禾生地域コミュニティセンター

　　20日（水） 盛里地域コミュニティセンター

　　25日（月） 宝地域コミュニティセンター

　　26日（火） まちづくり交流センター

　

平
成
30
年
度
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳

を
お
持
ち
の
方
は
、
食
事
や
運
動
を

中
心
と
し
た
生
活
習
慣
の
改
善
へ
の

取
組
や
、
健
康
診
断
の
受
診
、
市
が

行
う
健
康
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加

に
よ
り
、
貯
ま
っ
た
健
康
ポ
イ
ン
ト

を
つ
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
店
会
で
使

え
る「
わ
く
わ
く
カ
ー
ド（
満
点
カ
ー

ド
５
０
０
円
分
）」に
移
行
が
で
き
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
移
行
し
ま

し
ょ
う
。

受
付
時
間　

平
日
の
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　

17
時
15
分

提
出
場
所

20
歳
以
上
64
歳
以
下
の
方　

い
き
い

き
プ
ラ
ザ
都
留
健
康
子
育
て
課（
７
、

８
番
カ
ウ
ン
タ
ー
）

65
歳
以
上
の
方　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

都
留
長
寿
介
護
課（
９
、
10
番
カ
ウ

ン
タ
ー
）

持
ち
物　

平
成
30
年
度
健
康
ポ
イ
ン

ト
手
帳
、
健
診
結
果
票（
職
場
な
ど

で
受
け
た
方
）、
わ
く
わ
く
カ
ー
ド

（
あ
る
方
の
み
）

※
わ
く
わ
く
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
ポ
イ
ン
ト
移
行
時
に
発
行

で
き
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　

　

ま
た
、
左
記
の
表
の
と
お
り
地
域

を
巡
回
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
居
場
所
や
サ
ロ
ン
な
ど
で

地
域
の
方
が
集
ま
る
機
会
が
あ
る
場

合
は
、
出
張
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先

20
歳
以
上
64
歳
以
下
の
方　

　

健
康
子
育
て
課
健
康
推
進
室

　

☎（
46
）５
１
１
３

65
歳
以
上
の
方

　

長
寿
介
護
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎（
46
）５
１
１
４

健康ポイント交換巡回日程表
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よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ひ
び
き
の
会
」の
読
み
聞
か
せ

日　

時　

２
月
９
日（
土
）14
時
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内　

容　

み
ん
な
が
選
ん
だ
絵
本
や
紙
芝
居
を

読
み
ま
す
。

こ
ぶ
た
の
会
の「
ワ
ク
ワ
ク
」お
は
な
し
会

日　

時　

２
月
23
日（
土
）10
時
30
分
～

場　

所　

市
立
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内　

容　

ひ
な
ま
つ
り
の
お
は
な
し
と
、
手
あ

そ
び
を
し
ま
す
。
顔
出
し
パ
ネ
ル
で
お
ひ
な
さ

ま
に
な
ろ
う
！

お
外
で
遊
ぶ
親
子
の
会「
は
ね
こ
っ
こ
」

　

ど
ん
な
天
気
の
日
で
も
、
各
地
か
ら
き
た
親

子
が
集
ま
り
外
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
自
然
の
中

で
何
を
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
方
、
語
り

合
え
る
仲
間
が
欲
し
い
方
、
妊
婦
さ
ん
、
一
緒

に
歩
き
ま
し
ょ
う
！

活
動
日　

毎
週
木
曜
日　

９
時
40
分
～
12
時
頃

場　

所　

羽
根
子
地
区

問
合
先　

梅
崎
奈
津
子

　

☎
０
７
０（
５
３
６
４
）５
８
３
５　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
子
育
て
応
援
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
『
ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
』

２
月
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
《
次
回
の
お
知
ら
せ
》

べ
ビ
マ
マ「
あ
り
が
と
う
パ
ー
テ
ィ
ー
」

日　

時　

３
月
４
日（
月
）10
時
～
12
時

受　

付　

９
時
20
分
～
９
時
50
分

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
３
階
研
修
室

参
加
費　

子
ど
も
一
人
３
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
・
運
営
費
な
ど
）

定　

員　

50
組
程
度（
未
就
園
児
と
そ
の
家
族
）

※
申
込
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
お
申
し
込

み
は
お
早
め
に
。

問
合
先　

ベ
ビ
タ
ス
マ
マ
タ
ス
事
務
局

小
林　

☎
０
９
０（
７
８
１
５
）８
１
８
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
研

親
子
で
作
ろ
う
！
パ
パ
に
手
作
り
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　

毎
回
大
人
気
の
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
♪
バ
レ
ン

タ
イ
ン
当
日
に
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ス
イ
ー

ツ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
！
お
子
さ
ん
が
楽

し
め
る
簡
単
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き

た
ス
イ
ー
ツ
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
る
の

で
、
パ
パ
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
最
適
で
す
♡

日　

時　

２
月
14
日（
木
）10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
調
理
室

対　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

　
「
茶
巾
de
お
ひ
な
さ
ま
作
り
」

　

茶
巾
で
食
べ
ら
れ
る
お
ひ
な
さ
ま
を
作
っ

て
、
み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！

日　

時　

３
月
13
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー 

１
階

　
　
　
　

交
流
室（
和
室
）

参
加
費　

無
料

対　

象　

　

会
員
及
び
子
育
て
中
の
未
就
園
児
親
子

定　

員　

親
子
16
組

協　

賛　

生
活
協
同
組
合
ユ
ー
コ
ー
プ

持
ち
物　

親
子
共
に
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お

　
　
　
　

手
拭
き

申
込
・
問
合
先

　

都
留
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
３
３
０　

※
参
加
希
望
の
方
は
、
２
月
22
日（
金
）ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定　

員　

８
組（
弟
や
妹
の
託
児
は
要
相
談
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
を
ふ
く
タ

　
　
　
　

オ
ル

☆
お
や
こ
♥
感
謝
祭
☆

　

未
就
園
児
の
親
子
集
ま
れ
～
！
！
春
か
ら
新

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
入
園
し
な
い
お
友
達
も

い
ま
す
。
み
ん
な
こ
の
一
年
よ
く
頑
張
り
ま
し

た
。
節
目
を
み
ん
な
で
噛
み
締
め
ま
し
ょ
う
。

手
型
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
写
真
ス
ポ
ッ

ト
・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
・
つ
み
き
・
ダ
ン
ス
タ
イ

ム
・
に
こ
研
ジ
ャ
ン
ケ
ン
・
記
念
品
贈
呈
・
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
も
来
る
か
も
？
！

日　

時　

３
月
18
日（
月
）10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

ぴ
ゅ
あ
富
士
3
階 

大
研
修
室　

対　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費　

３
０
０
円

定　

員　

30
組

申
込
・
問
合
先　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
研 

親
子

の
え
が
お
研
究
ク
ラ
ブ　

代
表　

谷
内

　

☎
０
９
０(

２
４
４
９)

９
７
９
７

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
こ
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http//w
w

w
.oyakonoegao.com
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Culture

図書館だより

今 月 の 新 着

児童図書
　全98 冊

一般図書
　全224 冊

○印が休館日です。

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

２月の開館ご案内

開館時間
　９時30分～ 17時15分
　※火・水・木は２階のみ
　19時まで開館します。
問合先
　都留市立図書館
　☎（43）1324

今月のおススメ
Recommendation

『優しいライオン　やなせ
たかし先生からの贈り物』

　「アンパンマン」の生みの親
であり、詩人、漫画家、そし
て『詩とメルヘン』編集長と多
彩な顔をもったやなせたかし。
45年来の愛弟子だった著者が、
師の業績と素顔の魅力を伝え
る。

『ほんやのねこ』

　「せかいいちのねこ」「いら
ないねこ」に続くシリーズ３
作目。オシャレでなぞめいた
本屋のねこのお姉さんが主人
公。魔法も使えるお姉さんね
こはとっても魅力的。この本
屋さんにたくさんのお客さん
が来る楽しいお話です。

『もうちょっと
　　もうちょっと』

　ある日、木からリンゴが落
ちるのを待っているブタがい
ました。ついにリンゴが落ち
喜んだブタでしたが、リンゴ
は穴の中へコロコロ。仲間と
協力してどうにか取ろうとし
ますが…。はっきりした色合
いと、どうぶつ達の表情が楽
しい絵本。

『日本の「中国人」社会』
　　

　住民の大半が中国人の団
地、人気殺到の中華学校、グ
ルメ中国人に不評な人気中華
料理店…。もはや鳥取県の人
口を遥かに超える日本在住の
中国人の日常に潜入したルポ
ルタージュ。著者は都留市出
身のジャーナリスト。

ヒグチ ユウコ 絵と文
白泉社

きむら ゆういち 文
高畠 純 絵
福音館書店

小手鞠 るい 著
講談社

中島 恵 著
日本経済新聞出版社

■市民の作品展示　作品募集
平成31年度（後期）の展示企画を若干募集します。
時期や方法などは要相談。

■ひなまつりイベント
（こぶたの会のワクワクおはなし会）

日　時　２月23日（土）10時～　
場　所　図書館幼児・情報フロア
ひなまつりのおはなしと写真撮影
を行います。

今
月
の
新
着
図
書
案
内

■
児
童
図
書

地
球
な
ん
で
も
大
図
鑑

み
ん
な
た
い
せ
つ　

世
界
人
権
宣
言
の
絵
本

ね
え
ね
え
は
か
せ
、
月
の
う
さ
ぎ
は
何
さ
い
な
の

高
校
生
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
入
門

昨
日
の
ぼ
く
の
パ
ー
ツ

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク　

供
養
絵
を
め
ぐ
る
物
語

む
こ
う
岸

ゆ
う
な
と
ス
テ
ィ
ー
ビ
ー

ふ
っ
て
！
ふ
っ
て
！
ぺ
こ
ぺ
こ
バ
ニ
ー

ム
カ
ッ
や
き
も
ち
や
い
た　
　
　
　
　
　

ほ
か

■
一
般
図
書

成
人
・
卒
業

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
あ
な
た
に

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」推
薦
図
書

池
上
彰
の
未
来
を
拓
く
君
た
ち
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

大
人
の
た
め
の
言
い
換
え
力　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

カ
ル
ピ
ス
を
つ
く
っ
た
男
三
島
海
雲　

小
学
館

18
歳
か
ら
考
え
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル　

法
律
文
化
社

世
界
の
終
り
の
天
文
台　
　
　
　

東
京
創
元
社

そ
の
声
を
力
に　
　
　
　
　
　
　

早
乙
女
勝
元

フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
14
歳
の
夏
休
み
絵
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮
し
の
手
帖
社

ほ
ぼ
命
が
け
サ
メ
図
鑑　
　
　
　
　
　

講
談
社

未
来
職
安　
　
　
　
　
　
　
　
　

柞
刈　

湯
葉
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Culture

開館時間　９時～ 17 時
　　　　　（入館は 16 時30 分まで）
観  覧  料　一　　　般  300 円（210 円）
　　　　　高・大学生  200 円（140 円）
　　　　　小・中学生  100 円（70 円）
※（ ）内は、20 名以上の団体料金です。
休  館  日　月曜日、第３火曜日
　　　　　祝日の翌日
問  合  先　ミュージアム都留
　　　　　☎45-8008

≪臨時休館のお知らせ≫
　下記日程において、館内の燻蒸（くんじょう）のため、臨時休館します。
燻蒸作業中は敷地内（駐車場含む）への立ち入りが制限されます。あらかじめご了承ください。
日　程　２月５日（火）から９日（土）まで

「燻蒸」とは？
　博物館などにおける文化財保存の一環として、1960年頃から「燻蒸」（※薬剤による殺虫・殺菌）が行われてい
ます。過去には主として「臭化メチル」という薬剤が用いられていましたが、オゾン層への影響から全廃され、現
在では文化財や自然環境、人体への影響を考慮し、（財）文化財虫害研究所の認定薬となっている３種類（フッ化
スルフリル、酸化プロピレン、酸化エチレン）の薬剤が主として使用されています。
　この３種類以外にも、殺虫・殺菌効能を持つ薬剤はありますが、過去には未指定薬である「リン化アルミニウム」
を使用した燻蒸により、絵画の顔料に含まれていた銅に反応し、変色する事故が起きています。こうしたことか
ら、薬剤の選定や使用には細心の注意が払わねばならず、全国の博物館や美術館では安全性の確認されている認
定薬を原則として使用することになっています。
　将来にわたり文化財を良い状態で残すために必要な作業となります。
ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解いただきますよう、お願いします。
※作業は専門業者管理下で行うため、館外への影響はありません。
燻蒸期間中の問合先　まちづくり交流センター（３階会議室内）
　　　　　　　　　　☎（43）1321
　　　　　　　　　　FAX（43）1322

第26 回都留市ふれあい全国俳句大会　作品募集中！
　5月25日（土）、まちづくり交流センターにて開催します「都留市ふれあい全国俳句大会」の応募作品の部への
作品募集を 2月28日（木）まで行っています。たくさんの方からの作品をお待ちしています。
※作品の応募の詳細は広報つる 1 月号、または市ホームページをご覧いただくか、下記問合先までご連絡ください。
応募・問合先
　都留市ふれあい全国俳句大会事務局（都留市教育委員会 生涯学習課 内）
　〒402-8501　都留市上谷1-1-1　都留市教育委員会内
　☎（45）8008/　FAX（45）8201

　増田 誠 画伯は大正９（1920）年、旧谷村町で生まれた画家です。
　昭和32（1957）年に渡仏を果たし、32 年間にわたりフランスを拠点に活躍。数々
の賞を受賞するなど国際的な画家として知られています。特に、水の描写が巧み
であったことから『水のマスダ』とも称されました。
　一時帰国した際、郷土の風景を精力的に描きましたが、平成元（ 1989）年４月
に急逝しました。 本企画展では、 増田画伯の没後30 年記念作品展として多くの
作品を展示しますので、ぜひお越しください。
※会期は３月中旬以降を予定しています。 詳細は３月号でお知らせします。

次回企画展のお知らせ

没後30年 増田 誠 展（仮称）
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Culture

イベントインフォメーション
「都の杜うぐいすホール」にて開催される、さまざまな催しの

情報をお届けします。ぜひ、豊かな緑と静寂の中で、くつろ
ぎのひとときを…

３/ ３（日）合唱団 杜の Choir コンサート 　　　３/24（日）うぐいす寄席　
　　　　林家たい平 桃月庵白酒　二人会

新着！地元中高生たちによる素敵なハーモニー！
入場無料！　
　市内外の中高生によって設立された合唱団「杜の
Choir」による 2回目の演奏会。現在14名のメンバーで
コンサートに向け、練習を重ねております。東桂中学
校有志合唱団も出演します。元気でフレッシュなコー
ラスにご期待ください。
■14時開演■小ホール■全席自由　入場無料■演奏
曲目　君が君に歌う歌／ほたるこい／すいずいずっこ
ろばし／さくら／春に／ホールニューワールド／散歩
／鴎　ほか■団員募集中！見学・体験（練習は月4回
程度）もできます［連絡先：tsuru1music@yahoo.co.jp］

「うぐいす寄席」に人気落語家が登場！　
チケット好評販売中！
　人気番組「笑点」大喜利メンバーとして大人気、幅広
いジャンルで活躍中の林家たい平。センス抜群の古典
落語で人気急上昇、今まさにのぼり坂の若手名手、桃
月庵白酒。落語ファン必見、底抜けに楽しい二人会を
お楽しみあれ！
■14時開演■大ホール■全席指定　2,800円／会員
2,500円※当日はそれぞれ 300円 UP ※未就学児の
入場はご遠慮ください。

３/31（日）わくわく！０才からの音楽会

童謡歌手・しゅほおねえさんと歌おう！
チケット好評販売中！
　ソプラノ・童謡歌手として全国で活動する「つちや
しゅほ」さんが、趣向を凝らして開催するコンサート
です。乳幼児期に子供が好む歌の数々や絵本の歌い聴
かせなど、お子さまと一緒にご参加いただき、親子で
気軽に楽しんでいただけます。
■10時30分開演（10時開場。公演時間：約1時間）■
小ホール■全席自由　大人500円※子ども（ 15才以
下）は入場無料。■出演　つ
ちやしゅほ（うた）／ふるせゆ
うき（うた）／いしつかさち
こ（ピアノ）／にいのまさゆ
き（たいこ）■プログラム  ぞ
うさん、いぬのおまわりさ
ん、アイアイ、あめふりくま
のこ、線路は続くよどこまで
も、はたらくくるま、絵本 
歌い聴かせ　ほか

あなたの芸術文化活動を
　うぐいすホールがサポートします！

　うぐいすホールは優れた音響設備と照明設備を備え
るほか、あなたの芸術文化活動をサポートする各種
サービスを提供しております。ピアノ発表会や映画上
映会、研修会、講演会など各種イベントにご利用でき
ます。空き状況などお気軽にお問い合わせください。

■大ホール（828席） ■小ホール（300席）

■練習室（2室）

※ 大ホール・小ホールはピアノ『ス
タインウェイ D －274』がご利用
できます。

※ 練習室はアップライトピアノ、電
子ピアノを無料でご利用できま
す。

【２月の休館日】 ５・12・19・26 日は休館します。　【市内プレイガイド】 都の杜うぐいすホール☎ (43)1515、都留市まちづくり交流セン
ター（旧文化会館）☎ (43)1321、セブンイレブン都留文大通り店☎ (45)1774、ファミリーマートかぶとや都留店☎ (45)1855

【会員予約・割引】友の会会員優先予約チケット、料金割引はうぐいすホールのみでの取り扱いとなります。
【各公演の問合せ・チケット予約】都の杜うぐいすホール（一般財団法人都留楽友協会）　【ホームページ】http://uguisuhall.jp
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道の駅　つる

営業時間　9時～ 17時
申込・問合先　道の駅つる
　　　　　　　☎（43）1110
　　　　　　　都留市大原８８
http://www.1000nentsuru.com

で
き
ご
と

ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
・
福
袋
販
売

　

１
月
５
日（
土
）、
６
日（
日
）の
２
日
間
、
新

春
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
と
、
福
袋
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

　

福
袋
は
今
年
が
初
め
て
の
販
売
で
し
た
が
、

午
前
中
に
は
売
り
切
れ
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

福
袋
の
中
身
に
は
お
米
や
、
甲
州
印
伝
の
名
刺

入
れ
、
地
酒
や
道
の
駅
つ
る
で
使
え
る
商
品
券

な
ど
が
入
っ
て
い
ま
し
た
！

体
験
教
室

　

各
体
験
教
室
の
詳
細
に
つ
い
て
は
道
の
駅
つ

る
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室

日　

時　

２
月
９
日（
土
）13
時
～

金　

額　

２
、９
１
６
円（
税
込
）

場　

所　

道
の
駅
つ
る
体
験
教
室

　

８
月
か
ら
好
評
開
催
中
。
３
月
ま
で
予
定
し

て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
ビ
ン
詰

め
し
た
お
し
ゃ
れ
な
イ
ン
テ
リ
ア
を
自
分
で

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

レ
ス
ト
ラ
ン
お
勝
手
場

生
姜
焼
き
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
お
勝
手
場
の
一
番
人
気
商
品
の

富
士
湧
水
ポ
ー
ク
を
使
っ
た「
生
姜
焼
き
定
食
」

が
、
こ
れ
ま

で
の
も
も
肉

か
ら
肩
ロ
ー

ス
を
使
用

し
、
よ
り
や

わ
ら
か
く
、

お
い
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
賞

味
く
だ
さ

い
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

焼
き
牡
蠣
販
売
！

　

節
分
祭
！
ダ
ブ
ル
イ
ベ
ン
ト
開
催
！
！

今
年
は【
焼
き
牡
蠣
販
売
】と【
節
分
祭
】の
ダ
ブ

ル
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
沢
山
の
お
客
様
の

ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
！

◎
焼
き
牡
蠣
販
売

日　

時　

２
月
２
日（
土
）、
３
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
（
売
り
切
れ
次
第
、
終
了
）

場　

所　

イ
ベ
ン
ト
広
場

　

大
人
気
イ
ベ
ン
ト
の
焼
き
牡
蠣
の
販
売
を
今

年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
外
の
イ
ベ
ン

ト
広
場
の
牡
蠣
小
屋
に
て
販
売
し
ま
す
。
限
定

販
売
で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

糀
屋
の
プ
ロ
に
教
わ
る
味
噌
作
り
教
室

日　

時　

２
月
23
日（
土
）13
時
～
14
時

金　

額　

２
、７
０
０
円（
税
込
）

場　

所　

道
の
駅
つ
る
体
験
教
室

　

事
前
に
道
の
駅
つ
る
に
電
話
か
事
務
所
窓
口

で
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。
当

日
に
空
き
が
あ
る

場
合
は
、
当
日
参

加
も
可
能
で
す
の

で
、
参
加
を
希
望

の
場
合
は
必
ず
道

の
駅
つ
る
事
務
所

へ
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

◆
臨
時
休
館
日
に
つ
い
て

日　

程　

２
月
４
日
、
18
日
、
25
日

　

※
い
ず
れ
も
月
曜
日

◆
地
域
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
団
体
参
加
募
集
中

　

現
在
道
の
駅
つ
る
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
楽
器
の
演
奏
会
や
合
唱
会
な
ど

に
出
演
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
！
是
非
こ
の
機
会
に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
営
利
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◎
節
分
祭

日　

時　

２
月
３
日（
日
）11
時
～

場　

所　

直
売
所
軒
下

参
加
費　

無
料

　

お
子
さ
ま
に
大
人
気
！
毎
年
恒
例
の
節
分
豆

ま
き
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
！
う
ま

い
棒
な
ど
の
お
菓
子
も
た
く
さ
ん
ま
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

富
士
湧
水
ポ
ー
ク
肉
祭
り

開
催
日　

２
月
24
日（
日
）

　

月
に
一
度
の
大
チ
ャ
ン
ス
！
あ
の
富
士
湧
水

ポ
ー
ク
が
お
安
く
お
買
い
求
め
で
き
る
大
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
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協　働　通　信 2019年（平成31年）2月
　

本
市
で
は
、
市
民
活
動
の
推
進
に
向
け
た
一

つ
の
柱
と
し
て
、「
学
生
と
地
域
と
の
交
流
」を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
鶴
寿

大
学
に
参
加
し
た
都
留
文
科
大
学
の
学
生
と
ま

ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
に
参
加
さ

れ
た
地
域
の
方
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

都
留
文
科
大
学
生　

高
瀬
さ
ん（
北
海
道
出
身
）

鶴
寿
大
学
の
講
義
に
参
加
さ
れ
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
？

　

 　

大
学
に
進
学
し
て
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た

時
に
寂
し
さ
を
感
じ
て
、
何
か
で
き
な
い
か

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
私
の
地

元
に
も
鶴
寿
大
学
の
よ
う
な
活
動
が
あ
り
、

幼
稚
園
の
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し

て
い
ま
し
た
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
欲

し
い
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
大
学
の
チ
ラ
シ

を
見
て
応
募
し
ま
し
た
。

講
義
に
参
加
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
？

　

 　

最
初
は
陶
芸
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。
興

味
が
あ
っ
て
参
加
し
た
の
で
す
が
、「
や
っ

て
み
た
い
こ
と
」プ
ラ
ス「
地
域
と
の
交
流
が

で
き
る
」２
つ
の
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

他
に
も
、
救
命
講
習
な
ど
の
講
座
も
受
講
し

ま
し
た
。
ま
だ
市
内
で
も
分
か
ら
な
い
場
所

も
多
い
の
で
、
地
域
の
方
か
ら
人
や
場
所
に

つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
し
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ら
で
は
の
知
恵

も
た
く
さ
ん
聞
け
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

学
生
と
地
域
の
交
流
を
活
発
化
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

 　

学
生
の
意
識
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
大
学
に
来
て
講
義
を
受
け
て
バ
イ
ト
を
す

る
だ
け
で
は
、
学
生
生
活
は
足
り
な
い
と
思

い
ま
す
。
就
活
の
為
だ
け
で
は
な
く
、「
地

域
と
の
関
わ
り
」を
持
っ
て
、
何
か
１
つ
で

も
役
に
立
つ
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
を
も
つ
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
学
生

の
気
持
ち
を
快
く

受
け
止
め
て
く
れ

る
の
が
都
留
市
の

良
さ
だ
と
思
う
の

で
、
学
生
が
関
わ

れ
る
機
会
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

都
留
文
科
大
学
生　

江
利
さ
ん（
東
京
都
出
身
）

鶴
寿
大
学
の
講
義
に
参
加
さ
れ
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
？

　

 　

私
は
大
学
で
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト
と
い

う
雑
誌
の
編
集
部
に
所
属
し
て
い
て
、
大
学

の
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
で
鶴
寿
大
学
の

陶
芸
教
室
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以

前
か
ら
陶
芸
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
講
義

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
に
参
加
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
？

　

 　

陶
芸
教
室
に
参
加
し
た
時
に
、
日
差
し
も

入
っ
て
素
敵
な
空
間
で
、
鶴
寿
大
学
は
定
期

的
に
開
催
し
て
い
る
の
で
お
友
だ
ち
同
士
で

声
を
掛
け
合
っ
て
楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子
が

面
白
い
と
感
じ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト
の

取
材
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

 　

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
ト
編
集
部
の
活
動
を

通
し
て
、
地
域
の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
は

こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
学
生
と
い

う
こ
と
で
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
て
話
し
か

け
て
い
た
だ
い
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

 　

ま
た
、
フ
ィ
ー

ル
ド
・
ノ
ー
ト

編
集
部
を
通
し
て

「
詩
友
会
」に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
す

が
、
地
域
の
方
と

関
わ
っ
て
色
々
な

お
話
が
で
き
る
の

は
楽
し
い
で
す
。

学
生
と
地
域
の
交
流
を
活
発
化
す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
 　

学
生
自
身
に
は
、
地
域
活
動
な
ど
の
情
報

に「
ア
ン
テ
ナ
」を
張
っ
て
、
飛
び
込
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
生
で

あ
る
私
た
ち
の
こ
と
を
地
域
の
方
た
ち
は
優

し
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
地
域
に

出
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

 　

ま
た
、
地
域
の
方
と
お
話
し
す
る
き
っ
か

け
と
し
て
は
、
ま
ず「
あ
い
さ
つ
」が
大
切
で

す
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
会
っ
た
人
や

ス
ー
パ
ー
で
会
っ
た
人
、
あ
い
さ
つ
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
、
交
流
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と
は
、
大
学
生
活
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
学
び
や
人
と
の
繋
が
り
づ

く
り
に
な
る
、
と
２
人
か
ら
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

来
月
号
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

で
の
活
動
に
参
加
さ
れ
た
地
域
の
方
の
お
話
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
お
知
ら
せ

谷
村
地
域

夢
実
現
ひ
ろ
ば 「
健
康
体
操
と
歌
」

　

体
を
動
か
し
て
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

日　

時　

２
月
28
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
４
階

持
ち
物　

タ
オ
ル

そ
の
他　

体
を
動
か
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
43
）１
３
２
１

盛
里
地
域

ミ
ニ
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
集
い

日　

時　

２
月
９
日（
土
）10
時
～
15
時

場　

所　

ス
タ
ー
ら
ん
ど

問
合
先　

盛
里
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
48
）２
０
０
２

▽都留市まちづくり
　市民活動支援
　センター
　都留市中央3-8-1
　都留市まちづくり
　交流センター
▽開館
　火～日（祝日除）
　8:30～17:15
▽問い合わせ先
　mail：shien@city.
　tsuru.yamanashi.jp

☎（43）1321
ＦＡＸ（43）1322
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広報「つる」広告募集！
あなたのお店の広告を広報つるに載せてみませんか？
広報「つる」は、都留市内の各家庭に配布されています
（10,500部発行）ので、多くの方の目に触れます！

問合先：総務課　法制広報担当

連載・青少年健全育成シリーズ　第331回

  『子は親の背中を見て育つ～父と子の絆 その一つのかたち～』
毎月第１日曜日は「家庭の日」
毎月第３日曜日は「青少年を育む日」です。
　　　青少年育成都留市民会議編集委員

広告料金

掲載月は、①1・2月②3・4月③5・6月④7・8月
⑤9・10月⑥11・12月の６パターンとなります。
掲載状況は、下記をご参考としてください。
また、詳細につきましては、ぜひお問い合せください。

掲載場所 印刷色 金額 /枠 備考
裏面 カラー 20,570 2カ月掲載
内面 2色刷り 10,280 2カ月掲載

　

私
の
父
は
、
中
学
校
の
国
語
科
の
教
師
を

し
て
い
ま
し
た
。
僧
侶
だ
っ
た
祖
父
の
影
響

か
ら
か
、
と
て
も
感
性
の
豊
か
な
人
で
、
毎

年
３
年
生
の
担
任
を
し
て
い
た
父
の
礼
服
の

胸
も
と
は
、
卒
業
式
で
こ
ぼ
し
た
涙
の
シ
ミ

で
、
白
く
変
色
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
父
に
殴
ら
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
父
は
私
を
呼
び
捨
て

に
し
た
こ
と
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
幼
い
頃
か

ら
、「
ひ
で
お
き
さ
ん
」と
、
名
前
に「
さ
ん
」

を
付
け
て
私
を
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
母
に

対
し
て
も
そ
う
で
す
。
父
は
必
ず
、「
と
し

こ
さ
ん
」と
、「
さ
ん
」を
付
け
て
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
学
校
で

も
、
叱
る
時
以
外
は
、
生
徒
に
対
し
て
も「
さ

ん
」を
付
け
て
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
半
世
紀
近
く
前
、
私
が
幼
い
時
の

こ
と
で
す
。
今
の
よ
う
に
、
イ
ス
に
テ
ー
ブ

ル
、
ベ
ッ
ド
で
生
活
す
る
時
代
で
は
な
く
、

障
子
の
部
屋
で
、
冬
は
掘
り
こ
た
つ
を
囲
ん

で
生
活
を
し
て
い
た
時
代
の
こ
と
で
す
。
夕

食
が
終
わ
り
、
家
族
で
テ
レ
ビ
を
見
る
時
、

父
の
膝
が
私
の
指
定
席
で
し
た
。
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
こ
た
つ
に
あ
た
る
父
の
膝

の
中
。
大
き
な
父
の
胸
に
抱
か
れ
、
こ
た
つ

に
足
を
伸
ば
す
。
時
に
は
父
が
む
い
た
ミ
カ

ン
も
口
に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
の
朝
は

決
ま
っ
て
川
の
字
で
寝
て
い
る
父
の
布
団
に

入
り
ま
し
た
。
私
が
父
の
布
団
に
潜
り
込
む

と
、
父
は
私
の
方
に
寝
返
り
、
私
の
足
を
太

も
も
で
挟
み「
お
と
う
さ
ん
こ
た
つ
だ
」と
い

っ
て
暖
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

思
春
期
。
私
も
一
人
前
に「
つ
ま
ら
ぬ
」こ

と
を
い
ろ
い
ろ
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
決
定

的
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
は

私
を
追
い
詰
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
私
の
中
で
父
へ
の
借
り
と
な
り
、
い
つ

し
か「
父
を
裏
切
れ
な
い
」、
そ
し
て「
父
に

誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
人
に
な
り
た
い
」

と
い
う
想
い
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
父
に
、「
教
師
に
な
ら
な
い
か
」な
ど

と
言
わ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

幼
い
頃
よ
り
、
夕
食
の
場
で
、
父
が
語
る
子

ど
も
、
保
護
者
、
地
域
へ
の
想
い
を
耳
に
し

て
い
ま
し
た
か
ら
、
自
明
の
理
の
ご
と
く
教

職
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

　

父
は
中
学
校
の
国
語
科
の
教
師
。
私
は
小

学
校
で
社
会
科
を
専
門
と
す
る
教
師
。
校

種
、
教
科
は
異
な
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て

父
は
最
も
尊
敬
す
る
教
師
で
あ
り
、
一
歩
で

も
近
づ
き
た
い
と
願
う
大
き
な
存
在
で
も
あ

り
ま
す
。

　

父
か
ら
は
、
人
と
し
て
教
師
と
し
て
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
天
井
を
眺
め

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
父
。
今
は
、
こ
の
上

な
く
愛
し
い
存
在
で
す
。

青少年の声かけあいさつ運動の推進
『大人も子どももすすんであいさつをしよう』
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もっと。
ずっと。

元気

居
場
所
開
催

　

市
内
全
域
か
ら
の
参
加
可
能
な
地
域
の

住
民
や
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る

身
近
な
高
齢
者
の
居
場
所
で
す
。

禾
生
地
区「
さ
な
え
会
」

日　

程　

２
月
５
、
12
日
、
26
日（
火
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

保
寿
院
内 

以
為
芭
笑

参
加
費　

 

１
カ
月
３
０
０
円

開
地
地
区「
集
寺（
つ
ど
っ
て
ら
ー
）」

日　

程　

２
月
１
、８
、
15
、
22
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時

場　

所　

真
福
寺
客
殿

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

下
谷
地
区「
恵
会
」

日　

程　

　

２
月
５ 

、
12
、
26
日（
火
）

　

２
月
７ 

、
14
、
21
、
28
日（
木
）

時　

間　

13
時
30
分
～
15
時

場　

所　

寿
町　

小
俣
宅

参
加
費　

　

１
カ
月
５
０
０
円

　
　
　
　
（
お
茶
代
）

問
合
先　

　

☎（
43
）２
９
６
５

認
知
症
カ
フ
ェ

　

本
人
と
家
族
が
く
つ
ろ
い
だ
り
、
情
報

交
換
を
す
る
場
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
お
お
ば
ら

日　

時　

２
月
14
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

み
ん
な
の
家

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

み
ん
な
の
家　

　

☎（
56
）８
２
０
０

社
会
福
祉
協
議
会　

認
知
症
カ
フ
ェ

日　

時　

２
月
17
日（
日
）14
時
～
16
時

場　

所　

都
留
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
46
）５
１
１
７

問合先　長寿介護課
　　　　地域包括支援センター
　　　　☎（46）５１１４

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
に
登

録
し
ま
せ
ん
か
？

　

本
市
で
は
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
が
普
及
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
」
は
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
優
し
い

対
応
を
行
っ
た
り
、
見
守
る
支
援
な
ど
を

行
う
事
業
所
を
山
梨
県
が
認
定
す
る
取
り

組
み
で
す
。
今
回
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

事
業
所
に
登
録
し
て
い
る
２
つ
の
事
業
所

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
米
山
歯
科
医
院

登
録
さ
れ
た
理
由
は
？

　

市
内
の
高
齢
者
人
口
が
増
え
、
高
齢
者

の
歯
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
お

り
、
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
登

録
し
ま
し
た
。

認
知
症
の
方
や
家
族
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
か
？

　

そ
の
人
に
合
っ
た
治
療
に
加
え
、
こ
れ

ま
で
の
経
歴
や
人
間
性
な
ど
を
尊
重
し
て

対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

食
べ
物
を
飲
み
込
み
づ
ら
い
方
の
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
歯
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

所
在
地　

都
留
市
桂
町
８
７
５
―
１

問
合
先　
（
43
）８
５
８
９

■
日
本
調
剤 

つ
る
薬
局

登
録
さ
れ
た
理
由
は
？

　

認
知
症
で
悩
む
方
に
寄
り
添
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
全
ス
タ
ッ
フ
が
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
取
得
し
、
登
録
を
し
ま
し
た
。

認
知
症
の
方
や
家
族
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
か
？

　

薬
を
継
続
し
て
飲
め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
た
り
、
医
療
や
介
護
に
関
す
る
情
報
提

供
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

オ
ム
ツ
や
栄
養
食
品
な
ど
の
配
送
も

行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
制
度
の
仕

組
み
は
複
雑
な
た
め
、
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

所
在
地　

都
留
市
四
日
市
場
３
５
９
―
92

問
合
先　
（
46
）０
０
３
３

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成
講
座
の
開
催

　

市
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理

解
を
持
ち
、
対
応
す
る
た
め
の
養
成
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
出
張
講
座
も
行
っ

て
い
る
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

　

都
留
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
46
）５
１
１
４
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高
齢
者
生
活
状
況
調
査
報
告

　
　

今
回
の
テ
ー
マ　
「
も
の
忘
れ
」（
軽
度
認
知
機
能
低
下
）

　

昨
年
1
月
に
実
施
し
た
調
査
の
結
果
、
市

内
の
高
齢
者
の
方
の
う
ち
「
も
の
忘
れ
」
が

気
に
な
る
方
が
男
性
の
35
・
３
％
、
女
性

の
27
・
２
％
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
平

成
28
年
に
実
施
し
た
前
回
の
調
査
で
は
「
も

の
忘
れ
」
の
自
覚
の
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、

2 年間で新たに「物忘れ」が発現する確率
身
体
活
動
時
間

（
１
週
間
あ
た
り
）テ
レ
ビ
視
聴
時
間

（
1
日
あ
た
り
）

読
書
時
間

（
1
日
あ
た
り
）

17
・
９
％
の
方
が
今
回
の
調
査
で
「
も
の
忘

れ
」を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
も
の
忘
れ
」の
自
覚
の
あ
る
方
は
自
覚
し

て
い
な
い
方
と
比
べ
て
、
将
来
的
な
認
知
症

の
発
症
リ
ス
ク
が
約
２
倍
多
く
な
る
と
さ
れ

て
お
り
、
早
め
の
予
防
対
策
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、「
も
の
忘

れ
」
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方

は
自
覚
し
な
い
方
と
比
較
し
て
、

「
運
動
や
日
常
生
活
の
中
で
の
身

体
を
動
か
す
時
間
が
短
い
」、「
テ

レ
ビ
を
視
聴
す
る
時
間
が
長
い
」、

「
新
聞
や
雑
誌
を
読
む
時
間
が
短

い
」
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
ま
し

た
。

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
は
身
体
機

能
を
維
持
・
改
善
し
、
新
聞
や
読

書
な
ど
は
認
知
機
能
を
改
善
し
ま

す
。
動
く
こ
と
が
面
倒
に
な
り
１

日
中
テ
レ
ビ
を
長
く
見
て
い
る
こ

と
は
身
体
も
頭
も
使
わ
ず
、
少
し

ず
つ
機
能
が
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
身
体
も
頭
も
働
か

す
機
会
を
増
や
し
、「
も
の
忘
れ
」

を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

無
理
な
く
、
楽
し
く
取
り
組
め
る

方
法
を
見
つ
け
て
予
防
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

地
域
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
動
か
す
活
動
や

知
的
活
動
（
読
書
時
間
）
を
増
や
し
、
座

り
っ
ぱ
な
し
の
時
間
（
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
）

を
減
ら
す
方
法
と
し
て
、「
地
域
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
」
が
有
効
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
分
に
合
っ
た
地
域
の
「
居
場
所
」「
サ

ロ
ン
」
や
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
の
会
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
、
仲
間
を
作
り
な
が
ら
、

元
気
に
年
を
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供

　

早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院

　

根
本 

裕
太

あ
な
た
も
居
場
所
に

　
　

来
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
に
は
現
在
、
22
カ
所
の
居
場
所
が

活
動
し
て
い
ま
す
。「
居
場
所
に
行
っ
て
み

た
い
」、「
ど
こ
で
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か

知
り
た
い
」、「
居
場
所
づ
く
り
に
興
味
は

あ
る
け
れ
ど
、
何
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。」
と
い
う
方

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆「いーばしょ与縄」　理学療法士による箱体操◆「いーばしょ上大幡」　木目込人形作り

居
場
所
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
！
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健康

づくり　
Ｖｏｌ

.22

更年期障害について知ろう！

相談・問合先　健康子育て課　☎（46）5113

朝晩の冷え込みがますます厳しくなってきましたね。
みなさん体調はいかがでしょうか。
更年期障害とは、 男女ともに 40 歳を過ぎた頃から見られる様々な体調不
良や情緒不安定などの症状をまとめたものを言います。症状は多岐にわた
り、程度も個人差がありますが、まずは正しい知識と対処方法を事前準備
しておくことが大切です。

性別による更年期障害の特徴は？

閉経期前後（ 45 ～ 55歳）の約10年
間に女性ホルモンの分泌が急激に減
少することで症状が現れることがあ
る。

男性ホルモンの分泌が減少し始め
40歳代後半で症状が現れることが
ある。しかし女性の場合と比べ、ホ
ルモンの分泌量の変化が穏やかなた
め老化現象の一部と認識されて気づ
かれないことが多い。

○ 初期症状が、だるい、寝つけないなどの曖昧なため発症に

気づきにくい。

○ 身体が思うようにならない自分への不満がストレスとなっ

て精神症状を悪化させるケースが多い。

【主な症状】
○のぼせ　○ほてり　○多汗　○めまい　
○手足や腰の冷え　 ○息切れ、動悸　○疲れやすい
○寝つきが悪い、眠りが浅い　○怒り、イライラ
○耳鳴り　○肩こり、腰痛、手足の痛み
○抑うつ、くよくよする　など

【主な症状】
○抑うつ　○発汗　○ほてり　など
※男性にも周囲の理解とサポートが必要

女性の場合 男性の場合

○ ウォーキングや
ストレッチなど
適度に体を動か
しましょう！

○ 自律神経を整え
たり、リフレッ
シュ効果もあり
ます！

○心身の休息は元気のもとです！　
○ 睡眠や休息をしっかりとりましょ

う！

○ 治療法には症状に応じていくつも
の選択肢があります。

　例：ホルモン補充療法、漢方療法

○ 医師に相談して自分にあった治療
法を見つけましょう！

男女共通の更年期障害の特徴は？

更年期障害の対策と治療法は？

治療法

次回のテーマは「タバコについて」

運動 休養
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お知らせ

月

＆ 募集

Information

歩
行
者
の
事
故
を

　
　
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
暗
く
な
っ
て
か

ら
の
外
出
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材

を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
慣
れ
た
道

で
も
無
理
な
横
断
は
や
め
て
、
安
全
確

認
を
し
て
か
ら
横
断
歩
道
を
渡
り
ま

し
ょ
う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
夕
暮
れ
時

は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
く
だ
さ

い
。
道
路
交
通
法
上
、「
ハ
イ
ビ
ー
ム
が

原
則
」で
す
。
前
照
灯
を
こ
ま
め
に
切
り

替
え
て
良
好
な
視
界
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
付
近

で
は
常
に
周
囲
に
気
を
配
り
、
歩
行
者

が
い
る
と
き
は
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

大
月
警
察
署

　

☎（
22
）０
１
１
０

　

ま
た
は
地
域
環
境
課 

地
域
振
興
担
当

２
お
知
ら
せ

市内（前年比） 県内（前年比）
発生件数 84（－16） 3,562（－633）

死者数 2（－1） 38（＋1）
負傷者数 95（－27） 4,570（－836）

平成30 年中の交通事故発生状況
（H30.1.1 ～ 12.31）

３Ｈ推進中！　　　　　　
H：早めのライト点灯
H：ハイビームの活用
H：反射材の使用

電
話
詐
欺
被
害
に

　
　
遭
わ
な
い
た
め
に

　

電
話
詐
欺
手
口
の
一
例
。
お
金
の
話

し
は
詐
欺
。
必
ず
家
族
や
警
察
に
相
談

を
！

息
子
な
ど
を
か
た
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
～

電
話
の
声
だ
け
で
見
破
る
の
は
困
難
！

　
「
風
邪
を
ひ
い
た
。」「
株
で
失
敗
。
金

が
必
要
」な
ど
の
現
金
要
求
は
詐
欺
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
だ
ま
し
取
り
～

暗
証
番
号
は
教
え
な
い
！
カ
ー
ド
は
渡

さ
な
い
！

「
カ
ー
ド
が
不
正
使
用
。
新
カ
ー
ド
と
の

交
換
必
要
」な
ど
は
詐
欺
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
有
料
サ
イ
ト
の
料
金

未
納
は
詐
欺
～
老
若
男
女
問
わ
ず
被
害

多
発
！

「
未
納
料
金
あ
り
。
裁
判
手
続
き
に
移

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・

点
検
の
お
願
い

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
が
義
務
化
！

　

消
防
法
、
市
町
村
条
例
で
す
べ
て
の

住
宅
に
対
し
、
火
災
警
報
器
等
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

大
切
な
生
命
、
身
体
、
財
産
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
死
者
の
７
割
は
住
宅
で
発
生
！

　

日
本
全
国
で
、
平
成
29
年
中
の
住
宅

火
災
の
発
生
は
総
出
火
数
の
３
割
で
す

が
、
住
宅
火
災
の
死
者
数
は
総
死
者
数

の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

何
で
寝
室
に
設
置
す
る
必
要
の
？

　

火
災
件
数
は
起
き
て
い
る
時
間
帯
が

多
い
一
方
で
、
火
災
の
死
者
数
は
就
寝

時
間
帯
の
方
が
多
い
で
す
。
こ
の
た
め
、

必
要
最
小
限
で
効
果
の
高
い
寝
室
に
設

置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段
室
に

設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
階
段
室
に
煙
が
た
ま
り
や
す
く
、

２
階
に
寝
室
が
あ
る
住
宅
で
は
、
階
段

が
唯
一
の
避
難
経
路
と
な
る
か
ら
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果
は
？

　

全
国
で
平
成
27
年
か
ら
の
３
年
間
に

お
け
る
失
火
を
原
因
と
し
た
住
宅
火
災

に
つ
い
て
、
火
災
報
告
に
基
づ
い
て
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
設
置
さ
れ
て
い

な
い
場
合
と
比
べ
、
死
者
の
発
生
は
約

４
割
減
、
焼
損
床
面
積
、
焼
損
額
は
概

ね
半
減
し
、
火
災
に
伴
う
リ
ス
ク
を
押

さ
え
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

警
報
器
の
寿
命
は
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
を
感
知

す
る
た
め
に
常
に
作
動
し
て
お
り
、
一

般
的
に
電
池
で
動
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
電
池
の
寿
命
は
10
年
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に

作
動
す
る
に
は
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

　
「
い
ざ
」と
い
う
と
き
に
適
切
に
作
動

す
る
よ
う
に
定
期
的
に
作
動
点
検
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
本
体
や
電
池
の
交

換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

　

都
留
市
消
防
本
部
消
防
課
予
防
担
当

　

☎（
43
）２
３
４
１

行
」の
受
信
メ
ー
ル
は
詐
欺
。
連
絡
は
し

な
い
。
ギ
フ
ト
カ
ー
ド（
電
子
マ
ネ
ー
）

購
入
を
要
求
さ
れ
る
。

問
合
先　

大
月
警
察
署

　

☎（
22
）０
１
１
０

社
会
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
に
開
か
れ
た
社
会
教
育
を
目
指

す
た
め
、
諸
計
画
の
立
案
な
ど
を
協
議

す
る
社
会
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育
法
に

基
づ
き
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の

関
係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る

活
動
を
行
う
者
並
び
に
学
識
経
験
の
あ

る
者
の
中
か
ら
、
教
育
委
員
会
が
委
嘱

し
、　

15
人
以
内
で
構
成
し
ま
す
。

内　

容　

年
３
回
程
度
、
社
会
教
育
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名（
市
内
在
住
者
）

応
募
方
法　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

１
枚
程
度
に「
社
会
教
育
と
私
」と
題
し

て
作
文
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
、
教
育
委
員
会
で

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任　

期　

４
月
１
日
～
（
２
年
間
）

申
込
締
切
日　

２
月
25
日（
月
）

申
込
・
問
合
先　

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
担
当

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

冬
期
は
献
血
者
が
減
少
し
が
ち
で
す
。

安
定
的
に
安
全
な
血
液
製
剤
を
確
保
す

る
た
め
、
新
た
に
成
人
式
を
迎
え
る「
は

た
ち
」の
若
者
を
中
心
に
、
皆
様
の
献
血

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

血
液
製
剤
の
多
く
は
が
ん
治
療
に
用

い
ら
れ
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

日
本
で
は
、
血
液
製
剤
を
必
要
と
す
る

人
が
増
加
す
る
一
方
で
、
献
血
可
能
な

若
年
層
が
減
少
し
ま
す
。
献
血
で
き
る

多
く
の
方
々
に
、
長
期
的
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

県
内
で
は
、
甲
府
の
献
血
ル
ー
ム
や

献
血
バ
ス
で
献
血
が
で
き
ま
す
。
身
近

な
命
を
救
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

献
血
バ
ス

　

山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
献
血
バ
ス
の
運
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
で
き
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w

w
.bs.jrc.or.jp/

ktks/yam
anashi/index.htm

l

献
血
ル
ー
ム

　

場
所　

甲
府
市
丸
の
内
１
―
16
―
20

　
　
　
　

コ
コ
リ
２
階

問
合
先　

健
康
子
育
て
課

関
東
電
気
保
安
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す
！

　

電
気
を
上
手
に
使
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
に
よ
る
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
！
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講
座
・
教
室

暮
ら
し
に
役
立
つ
み
ん
な
の
広
場

文
大
生
と
の
交
流　

落
語
研
究
会

「
２
月
ま
ち
交
寄
席
」

　

都
留
文
科
大
学
の
学
生
と
伝
統
芸
能

『
落
語
』を
通
し
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

２
月
７
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

１
階
交
流
室（
和
室
）

講　

師　

都
留
文
科
大
学
落
語
研
究
会

参
加
費　

無
料

定　

員　

15
名
程
度

※
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
前
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
締
切　

２
月
５
日（
火
）ま
で

※
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
も
可
能

申
込
先　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

（
月
曜
休
館
）

　

☎（
43
）１
３
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
）１
３
２
２

※「
暮
ら
し
に
役
立
つ
み
ん
な
の
広
場
」

で
は
、
特
技
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
る

方
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぴ
ゅ
あ
富
士

時
間
や
場
所
に

　

と
ら
わ
れ
な
い
私
の
生
き
方

　

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
続
け
な
が
ら
、

活
躍
し
て
い
る
女
性
の
働
き
方
や
生
き
方

を
参
考
に
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

２
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

受
講
料　

無
料

定　

員　

50
名（
無
料
託
児
あ
り
）

消費生活相談 くらしの豆知識
天
皇
陛
下
の
退
位
に
便
乗
し
た
商
法
に
ご
注
意

事　

例

　

見
知
ら
ぬ
事
業
者
か
ら「
平
成
か

ら
年
号
が
変
わ
る
。
天
皇
陛
下
の
ア

ル
バ
ム
を
買
わ
な
い
か
。」と
電
話
が

あ
り
、
皇
室
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

少
し
話
を
聞
い
て
し
ま
っ
た
。
本
来

８
万
円
だ
が
、
３
万
８
千
円
で
買
え

る
と
言
わ
れ
た
。
最
終
的
に
断
っ
た

の
に
一
方
的
に
自
宅
に
ア
ル
バ
ム

が
配
送
さ
れ
、
夫
が
受
け
取
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
　
　
（
当
事
者
：
70
歳
代 

女
性
）

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

●
天
皇
陛
下
の
退
位
に
便
乗
し
て
、

ア
ル
バ
ム
、
掛
け
軸
等
の
購
入
を
電

話
で
持
ち
掛
け
ら
れ
た
と
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
長
時

間
に
渡
っ
て
勧
誘
さ
れ
た
、
断
っ
て

い
る
の
に
執
よ
う
に
勧
誘
さ
れ
た
と

い
う
強
引
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
注
意

が
必
要
で
す
。

●
話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
断
り
に
く

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
購
入
す
る

意
思
が
な
い
場
合
に
は
、
早
い
う
ち

に
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
注
文
や
承
諾
し
て
い
な
い
商
品
が

届
い
た
場
合
は
、
代
金
を
支
払
わ
ず

受
け
取
り
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。
受
け

取
り
拒
否
し
て
も
宅
配
業
者
に
迷
惑

が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
誰

が
注
文
し
た
か
分
か
ら
な
い
荷
物
は

受
け
取
ら
な
い
」と
い
う
ル
ー
ル
を
家

族
で
作
っ
て
お
く
の
も
一
つ
の
方
法

で
す
。

●
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
お
住
ま

い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）。

問
合
先
・
相
談
窓
口

市
民
課 

市
民
窓
口
担
当　

　

☎（
46
）０
１
７
０

自
衛
官
募
集
中
！

　

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

問
合
先　

○
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　

 

甲
府
市
丸
の
内
１
―
１
―
18
甲
府
合

同
庁
舎

　

☎
０
５
５（
２
２
８
）６
４
２
７

○ 

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部 

大
月
地

域
事
務
所

　

 

大
月
市
御
太
刀
２
―
８
―
10
大
月
合

同
庁
舎

　

☎（
22
）１
２
９
８ スマートフォン

モバイル

能
楽（
宝
生
流
）教
室

　
新
規
生
徒
募
集
に
つ
い
て

　

都
留
宝
生
会
は
、
宝
生
流
の
能
楽
に

関
す
る
謡
、
仕
舞
、
囃
子
を
稽
古
し
て

い
る
会
で
す
。

　

都
留
宝
生
会
で
は
、
児
童
や
生
徒
さ

ん
に
能
楽
を
楽
し
ん
で
学
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
４
月
よ
り
子
ど
も
教
室
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

園
児
か
ら
中
学
生
ま
で

練
習
日　

毎
月
１
回
を
予
定

※
長
期
休
暇
中
は
特
別
講
習
を
実
施
。

場　

所　

中
央
４
―
２
―
７　

小
林
宅

講　

師　

宝
生
流
能
楽
師

会　

費　

月
額
１
、０
０
０
円

定　

員　

20
名
程
度

問
合
先　

都
留
宝
生
会
会
長　

遠
藤

　

☎（
43
）５
９
１
４

富
士
山
５
合
目
自
然
解
説
員

の
募
集
に
つ
い
て

　

富
士
山
５
合
目
周
辺
に
お
い
て
自
然

解
説
や
自
然
保
護
の
啓
発
を
す
る
自
然

解
説
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

20
名
程
度

勤
務
期
間　

５
月
１
日（
水
）～
10
月
31

日（
木
）

※
事
務
局
の
要
請
に
応
じ
て
勤
務
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

勤
務
時
間　

９
時
～
16
時
30
分

勤
務
地　

富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ

ン
タ
ー

賃　

金　

日
給
７
、４
５
０
円

募
集
締
切　

３
月
８
日（
金
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
書
類
を
添
付
の
う
え
、
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ

村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合 

森
林
事
業

部 

森
林
文
化
課

（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
６
０
５
―
３
）

　

☎
０
５
５
５（
22
）３
３
５
５

　
　
（
内
線
１
３
２
）

Ｅ
メ
ー
ル　

shinrinbunka@
onshirin.jp

U
RL　

http://w
w

w
.onshirin.jp/

世
界
の
ご
は
ん
！

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
教
室

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
郷
土
料
理
ソ
ト

ミ
ー
（
麺
料
理
）と
バ
ソ（
肉
団
子
）を
作

り
ま
す
。

日　

時　

２
月
10
日（
日
）10
時
～
12
時

材
料
費　

１
、５
０
０
円

対　

象　

小
学
５
年
生
以
上　

20
名

　
（
無
料
託
児
あ
り
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン

ド
タ
オ
ル

問
合
先　

ぴ
ゅ
あ
富
士

　

☎（
45
）１
６
６
６

お
茶
壷
道
中
採
茶
使
募
集

　
「
ズ
イ
ズ
イ
ズ
ッ
コ
ロ
バ
シ　

ゴ
マ
ミ

ソ
ズ
イ　

茶
壷
に
追
わ
れ
て　

ト
ッ
ピ

ン
シ
ャ
ン
…
」で
知
ら
れ
る「
お
茶
壷
道
中

行
列
」の
再
現
を
毎
年「
産
業
ま
つ
り
」の

中
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
茶
壷
道
中
行
列
は
、
江
戸
時

代
、
将
軍
家
御
用
の
お
茶
を
宇
治
か
ら

江
戸
ま
で
運
ぶ
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
者

た
ち
で
、
当
時
、
行
列
開
催
の
都
度
お

城
山
に
立
ち
寄
り
、
茶
の
保
存
熟
成
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
中
の
最
高
責
任
者
が
採
茶
使

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
採
茶
使
に
な
ら
れ

た
方
に
は「
お
茶
壷
道
中
ツ
ア
ー
」の
団

長
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
10
月
の「
お
茶

壷
道
中
行
列
」に
出
演
し
、
主
役
を
担
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名（
市
内
在
住
の
方
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

応
募
締
切
日　

３
月
15
日（
金
）

問
合
先　

お
茶
壷
道
中
実
行
委
員
会 

事

務
局（
磯
）　

☎（
43
）３
４
１
８

Ｈ 3 1 . 2 . 1 2 6



ＣＡＴＶ都留のイマドキ
いけいけ！つるビー探偵団

　　「セーフコミュニティ
　　　　　対策委員会について」

２月の放送予定
２月18 日（月）～３月３日（日）

①12：30 ～　②17：30 ～　③20：30~
YouTube でも公開中！

「いけいけ！つるビー探偵団」で検索！
制作：地域環境課

義援金について
市役所などで受け付けている日本赤十字社の義援金の受付期間は次の
とおりとなります。
熊本地震災害義援金　　平成31 年3 月31 日まで
東日本大震災義援金　　平成31 年3 月31 日まで
義援金受付場所
　市役所、いきいきプラザ都留、各地域コミュニティセンター、まちづく
り交流センター、市立病院、都留文科大学において窓口を設置しており
ます。また、このほかの災害についても義援金を随時、受け付けており
ます。詳細は市ホームページをご確認ください。

都留市消防署調べ（　）はその日

都留市の気象
平成30年12月 平成29年12月 10 年間

の平均

最高気温（4）
24.7℃

（11）
15.2℃

 
19.6℃

最低気温（31）
－ 5.5℃

（29）
－ 5.1℃ － 5.1℃

平均気温 5.1℃ 2.8℃ 4.2℃

降水日数 1.0㎜以上
4日

1.0㎜以上
1日

1.0㎜以上
4.4日

降 水 量 41.0㎜ 17.0㎜ 54.4㎜

平均湿度 67％ 56％ 64％

寒い日が続くね！
うがい・手洗いをして、
風邪インフルエンザや
ノロウイルスの予防を
しっかり行おうね！

イ
ベ
ン
ト

第
42
回
公
民
館
ま
つ
り

　

中
央
公
民
館
で
は
、
は
つ
ら
つ
鶴
寿

大
学
や
各
種
学
級
で
学
ん
で
い
る
方
々

の
作
品
展
と
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
学
級
生
に
よ
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
ご

近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

２
月
17
日（
日
）

　
　
　

作
品
展　

９
時
～
15
時

　
　
　

式
典
・
発
表
会　

10
時
～
15
時

　
　
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

場　

所　

ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

都
留
市
中
央
公
民
館

　
（
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎（
43
）１
４
５
１

耳
の
日
記
念
講
演
会

　

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨
県
地
方

部
会
と
耳
鼻
咽
喉
科
医
会
で
は
３
月
３

日
の
耳
の
日
を
記
念
し
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日　

時　

３
月
３
日（
日
）13
時
～

場　

所　

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

　
（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
21
―
15
）

内　

容

○
記
念
講
演　

難
聴
と
認
知
症
―
認
知

症
予
防
の
た
め
の
難
聴
治
療
―

○
相
談
会　

講
演
終
了
後
に
耳
鼻
咽
喉

科
の
病
気
や
難
聴
、
補
聴
器
に
関
す
る

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

入
場
料　

無
料

問
合
先　

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨

県
地
方
部
会
事
務
局

　

☎
０
５
５（
２
７
３
）９
７
６
５

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

研
究
成
果
発
表
会
に
つ
い
て

　

富
士
山
科
学
研
究
所
が
平
成
30
年
度

に
行
っ
て
き
た
研
究
の
成
果
を
口
頭
及

び
ポ
ス
タ
ー
で
発
表
し
ま
す
。
口
頭
発

表
で
は
、「
富
士
山
高
山
帯
に
お
け
る

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
生
息
状
況
」、「
富

士
登
山
者
の
転
倒
状
況
と
関
連
要
因
」、

「
富 

士
山
の
水 

山
梨
の
水 

水
く
ら
べ
」と

い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
で
成
果
を
報
告
し

ま
す
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
21

の
研
究
課
題
の
成
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日　

時　

２
月
23
日（
土
）

　

13
時
～
15
時
45
分（
受
付
12
時
30
分
～
）

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

か
ら
お
知
ら
せ

企
画
展

　

吉
田
口
登
山
道
の
騮
ヶ
馬
場
と
流
鏑
馬

　

吉
田
口
登
山
道
に
は
騮
ヶ
馬
場
と
呼
ば

れ
る
場
所
が
あ
り
、
古
来
、
こ
の
場
所
よ

り
高
所
で
は
鳴
物
が
禁
止
さ
れ
、
俗
界
と

信
仰
世
界
と
の
境
界
と
認
識
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
冨
士
御
室
浅
間
神
社
と
小

室
浅
間
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
流
鏑
馬
の

神
事
は
、
か
つ
て
は
こ
の
騮
ヶ
馬
場
で
執

り
行
わ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
本
展
示

で
は
、
騮
ヶ
馬
場
や
流
鏑
馬
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
富
士
山
の
信
仰
の
場
や
神
事
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

期　

間　

２
月
25
日（
月
）ま
で

場　

所

　

県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

観
覧
料（
南
館
入
館
料
）

　

一
般　
　
　
　

４
２
０
円　

　

大
学
生　
　
　

２
１
０
円

　

高
校
生
以
下　

無
料

問
合
先

　

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
５（
72
）２
３
１
４

ズ
ン
バ
教
室

　

ラ
テ
ン
音
楽
に
合
わ
せ
楽
し
く
、
簡

単
に
踊
り
ま
す
。
有
酸
素
効
果
も
あ
り
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
運
動
不
足
に
最
適
で
す
。

日　

時　

①
毎
週
火
曜
日　

19
時
～
20
時

②
２
月
27
日（
水
）15
時
～
16
時

定　

員　

①
15
名

　
　
　
　

②
20
名（
要
予
約
）

参
加
料　

４
０
０
円（
別
途
利
用
料
）

そ
の
他　

健
康
ジ
ム
で
は
卓
球
教
室
や

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
の
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
興
味
、
関

心
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
一
度
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

都
留
市
健
康
ジ
ム

　

☎（
45
）４
１
１
１

健
康
ジ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

職
業
訓
練
受
講
者
の
募
集
に

つ
い
て

対    
象　

再
就
職
に
必
要
な
技
能
・
技

術
を
身
に
つ
け
た
い
方

コ 

ー 

ス　

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
科
、
金

属
加
工
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
科
、

電
気
設
備
技
術
科
、
産
業
技
術
科
、
Ｉ

Ｔ
機
器
プ
ロ
ダ
ク
ト
科

訓
練
期
間　

４
月
２
日
～
９
月
30
日

訓
練
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

　
（
甲
府
市
中
小
河
原
町
４
０
３
―
１
）

受 

講 

料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

そ 

の 

他　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

　
（
託
児
料
無
料
、
そ
の
他
実
費
負
担
）

申
込
方
法　

３
月
５
日（
火
）
ま
で
に
、

お
近
く
の
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

　

☎
０
５
５（
２
４
２
）３
０
６
６

場　

所　

山
梨
県
立
図
書
館 

１
階
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス（
甲
府
駅
北
口
）

定　

員　

１
５
０
名

参
加 

費　

無
料

問
合
先　

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所 

環
境
教
育
・
交
流
部 

広
報
・
交
流
担
当 

　

☎
０
５
５
５（
72
）６
２
０
６
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市内で活躍する「人」・「団体」、市内の「出来事」
などにスポットをあて、ご紹介するコーナーです。

横浜市の自治会が十日市場で水かけ菜の収穫を行いました！
　

12
月
22
日（
土
）、
十
日
市
場
自
治
会
が
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
横
浜
市
旭
区
の
若
葉

台
自
治
会
と
の
交
流
事
業
の
一
環
で
、
十
日

市
場
地
域
に
お
い
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
水
か

け
菜
の
合
同
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
行

わ
れ
て
お
り
、
例
年
に
比
べ
て
大
き
く
育
っ

た
水
か
け
菜
に
参
加
者
も
に
ぎ
や
か
に
作
業

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
十
日
市
場
自
治
会
館
に
お
い
て

親
睦
会
が
開
か
れ
、
お
互
い
の
自
治
会
の
交

流
を
深
め
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

「エコ探検隊つる」～地産地消でエコ～
　

１
月
10
日（
木
）、
市
内
の
自
然
や
歴
史
、

環
境
保
全
の
大
切
さ
を
学
ぶ
環
境
教
育
イ
ベ

ン
ト「
エ
コ
探
検
隊
つ
る
」を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、「
地
産
地
消
で
エ
コ
」を
テ
ー

マ
に
、
旭
小
学
校
の
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
11
人
が
、「
地
産
地
消
」に
つ
い
て
学
ん

だ
後
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
食
材
を
使
っ

て
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
コ
ロ
ッ
ケ
を

作
り
ま
し
た
。

　

地
域
環
境

課
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
環

境
体
験
活
動

を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
！

福祉のための寄附をいただきました！
　

昨
年
12
月
に
、
２
つ
の
団
体
よ
り
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。　

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
福
祉
の
た
め
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

■都留ロータリークラブ・ガールスカウト山梨県第
10 団から、福祉のために市内３カ所で募金を行っ

た 35,683 円の寄附をいただきました。

■都留仏教会から、歳末たすけあいとして市内で
托鉢を行った 176,600円の寄附をいただきました。
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Ｈ31.1.1 現在
　男　 14,998 人  （＋9）
　女　 15,671 人  （＋5）
　計　 30,669 人  （＋14）
世帯数 13,143 世帯（＋29)
※（　）内数字は、前月比

都留市の人口

わたくしたち都留市民は
　○健康で明るいまちにいたします。
　○自然を愛し、美しいまちをつくります。
　○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。
　○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。
　○たがいに信じ、協力し、平和なまちをつくります。

都留市民憲章２月の納税

第51回 都留市民初心者子どもスケート教室を開催しました！

固定資産税（第４期）
国民健康保険税（第８期）
介護保険料（第８期）
後期高齢者医療保険料

（第８期）

　

毎
年
恒
例
の
都
留
市
民
初
心
者
子
ど
も
ス

ケ
ー
ト
教
室
を
１
月
４
日（
金
）に
富
士
急
ハ

イ
ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ー
ト
を
初
め
て
す
る
と
い
う
子
ど
も

も
多
く
、
午
前
中
は
室
内
リ
ン
ク
で
富
士
急

ハ
イ
ラ
ン
ド
の
コ
ー
チ
に
指
導
を
受
け
、
初

め
の
う
ち
は
氷
の
上
を
歩
い
て
い
る
だ
け
で

し
た
が
、
次
第
に
上
達
し
、
午
後
に
は
屋
外

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
、
家
族
や
友
達
と
一
緒

に
滑
り
、
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

2019元旦マラソン大会が開催されました！
　

新
春
を
彩
る
、
谷

村
地
域
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
が
主

催
す
る
元
旦
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
は
今

回
で
38
回
目
を
数
え
、

市
内
及
び
県
内
外
か

ら
、
５
２
３
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

11
時
35
分
、
堀
内
市

長
の
号
砲
で
ス
タ
ー

ト
を
切
り
、
谷
村
地

域
を
一
周
す
る
コ
ー

ス
を
疾
走
し
ま
し
た
。

当
日
の
部
門
ご
と
の

入
賞
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

順位 選手氏名 タイム
１位 森田　雄

ゆ う と

翔 15 分07 秒
２位 尾曲　春

は る く

紅 17 分17 秒
３位 中村撞

つ き と

希斗 17 分18 秒

■小学生男子の部

順位 選手氏名 タイム
１位 平井　凛

り ん く

空 13 分28 秒
２位 小林　　凌 14 分48 秒
３位 尾曲　魅

み い り

律 15 分04 秒

■中学生男子の部

順位 選手氏名 タイム
１位 戸塚　和也 12 分34 秒
２位 名取　　俊 13 分06 秒
３位 井上　隆央 13 分33 秒

■高校生・一般男子の部

順位 選手氏名 タイム
１位 古屋　蒼

あ お い

依 16 分31 秒
２位 小俣　　柚 16 分32 秒
３位 佐藤　蒼

あ お い

生 19 分01 秒

■小学生女子の部

順位 選手氏名 タイム
１位 髙橋　凛

り お ん

音 15 分22 秒
２位 九鬼　ゆら 17 分04 秒
３位 堀内　結衣 17 分35 秒

■中学生女子の部

順位 選手氏名 タイム
１位 森田美和子 15 分43 秒
２位 高橋みゆき 16 分43 秒
３位 高村　　杏

あんず

17 分36 秒

■高校生・一般女子の部

順位 選手氏名 タイム
１位 遠山　君江 25 分01 秒
２位 向山　一子 29 分55 秒
３位 吉澤のり子 31 分54 秒

■シルバー女子の部
順位 選手氏名 タイム
１位 安藤　一夫 15 分01 秒
２位 井上　毅

た け し

之 15 分22 秒
３位 渡辺　　勝 18 分28 秒

■シルバー男子の部
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約104年。
両時代の時間経過は、

ま
ち
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

人
も
ま
た
、
変
わ
り
ま
す
。

過
ぎ
去
り
し
日
の
写
真
と
、
現
在
の
写
真

を
並
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

何
か
が
、
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第102回「谷村第一小学校」

都留市役所開庁日のご案内
　月曜日～金曜日
　　8：30 ～ 17：15（祝日は閉庁）
　水曜日は市民課・税務課のみ
　　19：00まで開庁

ミュージアム都留企画展

『没後 30 年
　　　増田 誠 展』
は３月中旬以降の開催予定
です。
詳細は本紙 17ページをご覧
ください。

　

こ
の
写
真
は
大
正
４（
１
９
１
５
）年
４
月

23
日
に
谷
村
尋
常
小
学
校（
現
谷
村
第
一
小

学
校
）校
舎
の
改
修
後
の
開
校
式
に
撮
影
さ

れ
た
一
枚
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
藤
村
式
建
築（
擬
洋
風
建
築
）で

あ
っ
た
谷
村
尋
常
小
学
校
の
校
舎
は
、
明
治

44
年
よ
り
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
写

真
撮
影
日
に
は
全
校
舎
竣
工
に
伴
う
開
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
校
式
に
は
山
梨
県
知

事
を
は
じ
め
、
１
、５
０
０
名
を
超
え
る
招

待
者
に
よ
っ
て
挙
行
さ
れ
、
町
を
あ
げ
て
お

祝
い
を
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

谷
村
第
一
小
学
校
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸

時
代
に
代
官
佐
々
木
道
太
郎
に
よ
っ
て
谷
村

陣
屋
内
に
開
か
れ
た
教
諭
所
に
は
じ
ま
り
、

日
本
の
近
代
的
な
教
育
制
度
で
あ
る「
学
制
」

に
基
づ
い
て
小
学
校
と
し
て
の
歩
み
を
進

め
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
い
て
、
こ
ん
な
に
も

違
う
私
た
ち
の
身
近
な
風
景
。
時
間
の
流
れ

を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

広報つるを
スマホへ配信！

今すぐアプリを
ダウンロード！

（iOS、アンドロイド対応）

大正4年（1915年）
（写真提供　奥隆行コレクション）
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東桂・上谷・中谷（中央1～2）

◎家電リサイクル法対象製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、冷凍庫、衣類乾燥機）及びパソ
コンは、法律によりごみステーションに出すなど捨てることは一切禁止されています。また、まるた
の森クリ－ンセンターへの持ち込みもできません。引き取りは電気製品販売店や専門業者に！

不
燃
ご
み

①境・鹿留・桂町

②夏狩・十日市場
上谷四丁目・田原一～二丁目

③田原三～四丁目
上谷五～六丁目（含む区域外）

④中央一～二丁目
上谷一～三丁目・川棚

収集
地区

収集
地区

収集
地区

収集
地区

粗大ごみステーションがない地区は、直接クリーンセンターに持ち込んでください。

地区名 収集場所 収集日

東　桂

境・桂町 ２月４日（月）
３月４日（月）

古渡 ２月12日（火）

蒼竜峡団地 ２月18日（月）

下夏狩 ２月19日（火）

上　谷 下天神町・
旭ヶ丘・川棚

２月５日（火）
３月５日（火）

中　谷 横町・仲町 ２月23日（土）

粗 大 ご み

不燃ごみ ②収集
地区

不燃ごみ ③収集
地区

飲料用のガラスビン類・
白色の食品トレイ・牛乳パック

新聞・雑誌・段ボール

飲料用アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル 可燃ごみ

可燃ごみ 可燃ごみ

可燃ごみ 飲料用のガラスビン類・
白色の食品トレイ・牛乳パック

飲料用のガラスビン類・
白色の食品トレイ・牛乳パック

新聞・雑誌・段ボール

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ 可燃ごみ

可燃ごみ 可燃ごみ 可燃ごみ

可燃ごみ

飲料用アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル

新聞・雑誌・段ボール

不燃ごみ ①収集
地区

不燃ごみ ④収集
地区

可燃ごみ

まるたの森 クリ－ンセンター
（大月都留広域事務組合）
ごみの受け入れ
☎（ 2 0） 2 6 5 1

可燃・不燃・粗大・再資源化物のごみ
　　　　（月曜日～金曜日　除祝日）

9：00 ～ 11：45　13：00 ～ 15：45
粗大ごみ（毎月第2・4回目の土曜日　除祝日）

9：00 ～ 11：30
一般家庭を対象にした
　可燃・不燃・粗大・再資源化物のごみ
　　　　（毎月第3回目の日曜日）

9：00 ～ 11：30

飲料用アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル

　

３月５ 湯：栄町・幸町

５
赤ちゃん広場
　【10：00 ～ 11：30】
１歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：下小野４３ 交：老ｸ囲碁・将棋 ６
３歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：上町 ７ 交：老人ｸﾗﾌﾞ大正琴
湯：羽根子 ８ 交：老人ｸﾗﾌﾞ歌謡

湯：上大幡 ９
ひびきの会の読み聞かせ
　【14：00 ～】
　市立図書館おはなしコーナー
盛里地域協働のまちづくり
　ミニ高齢者ふれあいの集い
　詳細は広報20ページ掲載

交：老人ｸﾗﾌﾞ舞踊

10 11
建国記念の日

12 13
地域交流研究フォーラム　
　ドキュメンタリー映画
　「かすかな光へ」上映会
　詳細は広報５ページ掲載

農地転用許可申請受付期限（7日～）

交：田町 14 交：老人ｸﾗﾌﾞ民謡
湯：中小野 15 湯：楽山 16

17 18 19 湯：四日市場・月見ケ丘 20 22 23
こぶたの会の
　「ワクワク」おはなし会
　【10：30 ～】
　市立図書館おはなしコーナー

交：老人ｸﾗﾌﾞ舞踊

24 交：老ｸ囲碁・将棋 26
赤ちゃん広場
　【10：00 ～ 11：30】
４カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：馬場・神門

交：三世代交流室の予定　湯：温泉施設利用クラブです　問合先：都留市社会福祉協議会 ☎（46）5115

無　料　相　談
法律相談（要予約）
　と　き　５日（火）13時～ 16時
　ところ　まちづくり交流センター
　　　　　１階会議室
特設人権相談
（セクハラ、女性の人権、外国人の人権）
　と　き　５日（火）13時～ 16時
　ところ　まちづくり交流センター
　　　　　１階会議室
行政・人権相談
　と　き　20日（水）13時～ 16時
　ところ　市役所２階第一会議室
結婚相談
　と　き　月曜日10時～正午（祝日は除く）
　ところ　いきいきプラザ都留
消費生活相談
　と　き　毎週火、木（休・祝日除く）
　　　　　９時～16時（12時～13時除く）
　ところ　市民課窓口もしくは電話
上記総合問合先　市民課☎（46）0170

人権擁護委員によるいじめ相談電話
　と　き　毎日18時～ 21時
　☎（43）3451（餌取）
　☎（43）6048（谷内）
行政相談電話
　☎（43）6761（加藤）
　☎（45）0417（天野） 
　☎（43）4435（三枝） 
心配ごと相談（簡裁法律相談・要予約）
　と　き　１日、15日、３月１日
　　　　　各金曜日　13時～ 16時
　ところ　いきいきプラザ都留
　都留市社会福祉協議会　☎（46）5115　

発行・都留市役所　編集・総務課 法制広報担当　☎（43）1111（内線）401

ごみ及び再資源化物は朝８時までに指定された日に、決められたステーションに出してください。

平成 31年 2月市民カレンダー

安心する　ただいまおかえり　家族の声

東桂中　中野愛子

小さな手　あげて守ろう　大きな命

谷二小　白井ひより

平成 31年 2月市民カレンダー

25

21 交：老人ｸﾗﾌﾞ大正琴
湯：金井・中津森

『芭蕉 月待ちの湯』休み

１
２カ月児子育て教室
　【受付10：00 ～ 10：15】
２歳６カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

交：老人ｸﾗﾌﾞ詩吟
湯：戸沢・川茂 ２

谷村地域協働のまちづくり
　夢実現広場「健康体操と歌」
　詳細は広報20ページ掲載

27
７カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

交：老人ｸﾗﾌﾞ詩吟
湯：下町

１日２回放送（放送時間は 13：30 ～、19：00 ～）
※放送内容・時間を変更することもあります。
問合先　都留市テレビ利用者組合　☎（43）2542

２月 8日（金）・9日（土）・10日（日）

『中学生による税金弁論大会』

３月１
２カ月児子育て教室
　【受付10：00 ～ 10：15】
２歳６カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

『月待ちの湯』からのお知らせ！
イベント①　ひのきの湯　　　　　　　
期　間　２月３日、10 日、17 日、23 日、
24 日の５日間
内　容　源泉槽に、ひのきボール※を入
れて『ひのき湯』を実施します。
※使用するひのきボールの内容が変わる
場合があります。

３月３ 交：老ｸ囲碁・
将棋

３月２

『芭蕉 月待ちの湯』休み

『芭蕉 月待ちの湯』休み

３月６
３歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：新町・上天神町３月４ ３月７
１歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

交：老ｸ大正琴
湯：弁天町 　２月の放送予定

『芭蕉 月待ちの湯』休み

『芭蕉 月待ちの湯』休み

『道の駅つる』休み

『道の駅つる』休み

イベント②　節分恵方巻き販売
日　時　２月３日（日）
　　　　11時～20時 30分
内　容　レストランにて数量限定で、
恵方巻きを販売します。
※恵方巻きが、無くなり次第終了とな
ります。

『道の駅つる』休み

28 交：老人ｸﾗﾌﾞ民謡
湯：小形山

イベント③　バレンタインデー
日　時　２月 14 日（木）
内　容　男性のお客様に数量限定でささ
やかなお菓子をお渡しします。
※お菓子の内容が変わる場合がありま
す。無くなり次第終了となります。

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『道の駅つる』休み



地区名 収集場所 収集日

中　谷
下　谷

横町・城北町・長者町・田町
弁天町・深田・新明町・仲町
鷹之巣・羽根子・姥沢
雇用促進住宅・幸町

２月23日（土）

禾　生
四日市場・月見ヶ丘・井倉
九鬼・九鬼団地・田野倉団地
古川渡・サンタウン井倉

２月12日（火）

開　地
菅野・上下細野・大津
上中下小野・緑町・権現原団地
熊井戸・熊井戸団地

２月18日（月）

三　吉
住吉町・日の出町・引の田
上下戸沢・サンタウン玉川
中野団地

２月19日（火）

宝 高畑・上大幡・中津森
平栗・厚原・加畑 ２月25日（月）

盛　里
日影・日向・上手・馬場
久保・神門・大平
曽雌・朝日団地

２月26日（火）

粗 大 ご み

粗大ごみステーションがない地区は、直接クリーンセンターに持ち込んでください。

不
燃
ご
み

① 中央3～ 4丁目・つる 1～ 4丁目
下谷1～ 4丁目

② 三吉・開地・四日市場（瀬中）

③
宝・羽根子・つる 5丁目
四日市場（除く瀬中）・月見ヶ丘
古川渡（四日市場より禾生歩道橋まで）

④ 小形山・田野倉・九鬼・盛里
川茂・井倉・古川渡

収集
地区

収集
地区

収集
地区

収集
地区

まるたの森 クリ－ンセンター
（大月都留広域事務組合）
ごみの受け入れ
☎（ 2 0） 2 6 5 1

可燃・不燃・粗大・再資源化物のごみ
　　　　（月曜日～金曜日　除祝日）

9：00 ～ 11：45　13：00 ～ 15：45
粗大ごみ（毎月第2・4回目の土曜日　除祝日）

9：00 ～ 11：30
一般家庭を対象にした
　可燃・不燃・粗大・再資源化物のごみ
　　　　（毎月第3回目の日曜日）

9：00 ～ 11：30

◎家電リサイクル法対象製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、冷凍庫、衣類乾燥機）及びパソ
コンは、法律によりごみステーションに出すなど捨てることは一切禁止されています。また、まるた
の森クリ－ンセンターへの持ち込みもできません。引き取りは電気製品販売店や専門業者に！

中谷（つる1～4・中央 3～4）
下谷・三吉・開地・宝・禾生・盛里

飲料用アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル

新聞・雑誌・段ボール

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ 可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

飲料用のガラスビン類・
白色の食品トレイ・牛乳パック

不燃ごみ　　②収集
地区

不燃ごみ ①収集
地区 可燃ごみ

飲料用アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル

可燃ごみ可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

飲料用のガラスビン類・
白色の食品トレイ・牛乳パック

不燃ごみ ③収集
地区不燃ごみ　　④収集

地区

不燃ごみ ②収集
地区

不燃ごみ ①収集
地区 新聞・雑誌・段ボール

　

３月５ 湯：栄町・幸町

５
赤ちゃん広場
　【10：00 ～ 11：30】
１歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：下小野４３ 交：老ｸ囲碁・将棋 ６
３歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：上町 ７ 交：老人ｸﾗﾌﾞ大正琴
湯：羽根子 ８ 交：老人ｸﾗﾌﾞ歌謡

湯：上大幡 ９
ひびきの会の読み聞かせ
　【14：00 ～】
　市立図書館おはなしコーナー
盛里地域協働のまちづくり
　ミニ高齢者ふれあいの集い
　詳細は広報20ページ掲載

交：老人ｸﾗﾌﾞ舞踊

10 11
建国記念の日

12 13
地域交流研究フォーラム　
　ドキュメンタリー映画
　「かすかな光へ」上映会
　詳細は広報５ページ掲載

農地転用許可申請受付期限（7日～）

交：田町 14 交：老人ｸﾗﾌﾞ民謡
湯：中小野 15 湯：楽山 16

17 18 19 湯：四日市場・月見ケ丘 20 22 23
こぶたの会の
　「ワクワク」おはなし会
　【10：30 ～】
　市立図書館おはなしコーナー

交：老人ｸﾗﾌﾞ舞踊

24 交：老ｸ囲碁・将棋 26
赤ちゃん広場
　【10：00 ～ 11：30】
４カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：馬場・神門

交：三世代交流室の予定　湯：温泉施設利用クラブです　問合先：都留市社会福祉協議会 ☎（46）5115

無　料　相　談
法律相談（要予約）
　と　き　５日（火）13時～ 16時
　ところ　まちづくり交流センター
　　　　　１階会議室
特設人権相談
（セクハラ、女性の人権、外国人の人権）
　と　き　５日（火）13時～ 16時
　ところ　まちづくり交流センター
　　　　　１階会議室
行政・人権相談
　と　き　20日（水）13時～ 16時
　ところ　市役所２階第一会議室
結婚相談
　と　き　月曜日10時～正午（祝日は除く）
　ところ　いきいきプラザ都留
消費生活相談
　と　き　毎週火、木（休・祝日除く）
　　　　　９時～16時（12時～13時除く）
　ところ　市民課窓口もしくは電話
上記総合問合先　市民課☎（46）0170

人権擁護委員によるいじめ相談電話
　と　き　毎日18時～ 21時
　☎（43）3451（餌取）
　☎（43）6048（谷内）
行政相談電話
　☎（43）6761（加藤）
　☎（45）0417（天野） 
　☎（43）4435（三枝） 
心配ごと相談（簡裁法律相談・要予約）
　と　き　１日、15日、３月１日
　　　　　各金曜日　13時～ 16時
　ところ　いきいきプラザ都留
　都留市社会福祉協議会　☎（46）5115　

発行・都留市役所　編集・総務課 法制広報担当　☎（43）1111（内線）401

ごみ及び再資源化物は朝８時までに指定された日に、決められたステーションに出してください。

平成 31年 2月市民カレンダー

安心する　ただいまおかえり　家族の声

東桂中　中野愛子

小さな手　あげて守ろう　大きな命

谷二小　白井ひより

平成 31年 2月市民カレンダー

25

21 交：老人ｸﾗﾌﾞ大正琴
湯：金井・中津森

『芭蕉 月待ちの湯』休み

１
２カ月児子育て教室
　【受付10：00 ～ 10：15】
２歳６カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

交：老人ｸﾗﾌﾞ詩吟
湯：戸沢・川茂 ２

谷村地域協働のまちづくり
　夢実現広場「健康体操と歌」
　詳細は広報20ページ掲載

27
７カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

交：老人ｸﾗﾌﾞ詩吟
湯：下町

１日２回放送（放送時間は 13：30 ～、19：00 ～）
※放送内容・時間を変更することもあります。
問合先　都留市テレビ利用者組合　☎（43）2542

２月 8日（金）・9日（土）・10日（日）

『中学生による税金弁論大会』

３月１
２カ月児子育て教室
　【受付10：00 ～ 10：15】
２歳６カ月児健康相談
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

『月待ちの湯』からのお知らせ！
イベント①　ひのきの湯　　　　　　　
期　間　２月３日、10 日、17 日、23 日、
24 日の５日間
内　容　源泉槽に、ひのきボール※を入
れて『ひのき湯』を実施します。
※使用するひのきボールの内容が変わる
場合があります。

３月３ 交：老ｸ囲碁・
将棋

３月２

『芭蕉 月待ちの湯』休み

『芭蕉 月待ちの湯』休み

３月６
３歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

湯：新町・上天神町３月４ ３月７
１歳６カ月児健康診査
　【受付13：00 ～ 13：15】
　いきいきプラザ都留

交：老ｸ大正琴
湯：弁天町 　２月の放送予定

『芭蕉 月待ちの湯』休み

『芭蕉 月待ちの湯』休み

『道の駅つる』休み

『道の駅つる』休み

イベント②　節分恵方巻き販売
日　時　２月３日（日）
　　　　11時～20時 30分
内　容　レストランにて数量限定で、
恵方巻きを販売します。
※恵方巻きが、無くなり次第終了とな
ります。

『道の駅つる』休み

28 交：老人ｸﾗﾌﾞ民謡
湯：小形山

イベント③　バレンタインデー
日　時　２月 14 日（木）
内　容　男性のお客様に数量限定でささ
やかなお菓子をお渡しします。
※お菓子の内容が変わる場合がありま
す。無くなり次第終了となります。

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『健康ジム』休み

『道の駅つる』休み




